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案         件 審査結果 少数意見 

請願第4号 マスクの有無に関係なく子どもが笑顔で過ごせることを

望む請願 
趣旨採択 なし 

 

＜所管事務調査＞ 

 教育から学育へのパラダイムシフトについて 

 小中一貫教育の進捗状況について 

 中学校の進路指導について 

 日生市民会館の修繕の状況について 

 保育士の確保について 

 体育館のＬＥＤ化について 

 図書館建設について 

 備前市総合運動公園の整備について 

 備前市総合運動公園の体育館の利用について 

＜報告事項＞ 

  令和 5年度給食費・学用品費の無償化について（教育振興部） 

  令和 5年度保育料の無償化について（教育振興部） 

  令和 4年度全国学力・学習状況調査結果の概要について（小中一貫教育課） 

  児童・生徒の問題行動調査結果の概要について（小中一貫教育課） 

  保育園・認定こども園でのおむつの処理に伴うダストボックスの購入について（幼児

教育課） 

  認定こども園等でのＡＬＴ配置事業について（幼児教育課） 

  体育施設管理委託料の債務負担行為補正について（社会教育課） 

  新図書館整備基本計画のパブリックコメントについて（図書館事業推進室） 
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厚 生 文 教 委 員 会 記 録 

 

招 集 日 時 令和4年12月16日（金） 午前9時30分 

開議・閉議 午前9時30分 開会  ～ 午後4時58分  閉会 

場所・形態 委員会室 会期中（第5回定例会）の開催 

出 席 委 員 委員長 西上徳一 副委員長 丸山昭則 

 委員 中西裕康  土器 豊 

  立川 茂  青山孝樹 

  奥道光人  草加忠弘 

欠 席 委 員  なし   

遅 参 委 員  なし   

早 退 委 員  なし   

列 席 者 等 議長 守井秀龍   

傍 聴 者 議員 石原和人 内田敏憲  

 報道関係 なし   

 一般傍聴 あり   

説 明 員 教育長 松畑煕一 教育振興部長 石原史章 

 教育振興部次長 草加浩一 教育総務課長 竹林伊久磨 

 小中一貫教育課長 谷口健一 幼児教育課長 竹林幸作 

 
社会教育部長 
兼 公民館活動課長 

波多野靖成 社会教育課長 横谷重樹 

 教育文化振興課長 畑下昌代   

 図書館事業推進室長 高橋清隆   

 教育まちづくり推進部長 大橋宗志 
教育プロジェクト推進課長 
兼 国際教育課長 

神田順平 

 地域教育課長 池田満之   

 国際教育推進部長 守屋孝治   

審 査 記 録 次のとおり    
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              午前９時３０分 開会 

○西上委員長 皆さん、おはようございます。 

 ただいまの出席は８名でございます。定足数に達しておりますので、これより厚生文教委員会

を開会いたします。 

 本日は、教育庁関係の請願審査、所管事務調査を行います。 

 本日は、委員各位より要望いただいた所管事務調査項目が多くございます。以前から度々議題

になってきたものでございますので、委員間での討議を積極的に実施し委員各位の考えを執行部

に示したいと存じますので、御協力くださいますようよろしくお願いいたします。 

 それでは、議事に入ります。 

********************** 請願第4号の審査 *********************** 

 一昨日に引き続き、請願第４号マスクの有無に関係なく子供が笑顔で過ごせることを望む請願

についての審査を行います。 

 請願第４号について発言される方の発言を許可いたします。 

 その前に、これは議員間討議を行いますので、よりよいアイデアを出すことができるよう各自

は前向きに建設的な発言をしていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○立川委員 先ほどから議員間討議、議員間討議というお話が出とんですが、殊さら言うことな

んでしょうかねという気がするんですけど、その辺の解釈はどうしたらいいんでしょう。 

○西上委員長 議員間討議をしていただきますようにというようなことを、事務局から申出があ

りましてということで決定したということです。 

○立川委員 積極的にしましょう。 

○西上委員長 ちょっと休憩します。 

              午前９時３３分 休憩 

              午前９時３４分 再開 

○土器委員 今委員長のほうから話があったように、今回新しい議員さんがこの中に３人おられ

ると思うんじゃ。せえで、今までどちらかというと説明員と議員とのやり取りがあったと思うん

ですね。説明のために来てもろうとんが、何か討議みたいな形になっているかと思うんですね。

それは立川さん議長しょうられたからよく分かると思うんだけど、やはり気がついた時点で直し

て、直すということは気をつけていっていくほうがいいんじゃないかなと私は思います。 

○立川委員 いや、やることについては全く私、異論言っておりません。今のお話で議員間討議

をやりませんかというのは、本会議ですべき、委員会ですべきじゃなくて、オフレコで委員会の

中でもうちょっとやりまへんかというレベルの話なのかな、それともこの委員会の場であんたら

あんまり意見言っておりませんで、今からどんどん言いましょうということなのかという、そう

いう点のお話なんですが、おっしゃったようにごめんなさい、委員会で殊さら言うべきなのか、

これ閉会した後でも、おい、もうちょっとみんな頑張って意見言おうぜというふうなオフレコの
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レベルの話なのかなと、その辺を聞きたかったんですということです。 

○西上委員長 分かりました。 

○青山委員 委員長の言われる趣旨については、賛成です。 

 ただ、我々も気をつけなきゃいけないことなんですけど、出された執行部の提案について分か

らないところを説明員おられる中でお聞きしたいという中での個人の判断というふうなことで今

までやってきたんかなと思うんですけど、ぜひ委員長のほうからも今の意見についてはどう思わ

れますかとか、何かちょっと行き過ぎたようなところがあったら注意といいますか、指導してい

ただくような、そういう進め方をお願いできたらと思います。気をつけてはやりたいと思います

けど。 

○西上委員長 分かりました。それを踏まえて、委員はどういうお考えですかというような聞き

方で進めていきますので、よろしくお願いします。 

 それでは、本件につきまして議員間討議を実施していきたいと思います。 

 この請願第４号のマスクの有無に関係なく子供が笑顔で過ごせることを望む請願について討議

していきたいと思いますので、皆様どうかよろしくお願いいたします。 

 本件について各委員さんはどうお考えでしょうかというところから始めます。 

○立川委員 これは説明をいただこうということで、今日教育部が来ていらっしゃいますので、

前回の例の厚労省の、この請願の要旨にありますように厚労省の指導といいますか、通達といい

ますか、そこら辺のお話を聞いたんですが、文面にもありますように文科省の学校における新型

コロナウイルス感染症に関する衛生管理マニュアル、これについてこの文章では黙食、会話禁止

の文言はありませんと趣旨があるんですが、その辺の事実と加えて現場の対応はどうなっている

のか、そこら辺について御説明いただけたらと思うんですが。 

○西上委員長 一昨日は、厚労省のリーフレットを基に御説明いただきました。今日は教育庁と

いうことで、教育庁のほうのこのマスクのことについての考え方をお示しいただきたいと思いま

す。 

○石原教育振興部長 それぞれ所管課長おりますので、文科省については小中一貫教育課から説

明をさせていただきます。 

○谷口小中一貫教育課長 衛生管理マニュアルで文科省のほうも先日の報道にもありましたよう

に、黙食について明記されているということはございません。 

 ただ、国の新型コロナウイルス感染症対策本部から黙食に関する記述、基本的な対処方針の中

で国民、子供も含めて国民への周知等というところで飲食はなるべく少人数で黙食を基本とし、

会話をする際にはマスクの着用を徹底することというような文言が入っておりましたが、先日１

１月２９日付の文科省の事務連絡で、そこの黙食という国民全体に向けての黙食というところの

文言が変更でなくなっています。 

 学校のほうですが、１０月１９日付で厚生労働省と文部科学省の名前でチラシが新たに子供の
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マスク着用について出ております。例えば小学校から高校段階におきましては、マスクの着用の

必要がない場合というところで、屋外では人との距離が確保できる場合、人との距離が確保でき

なくても会話をほとんど行わないような場合についてはマスクの着用の必要がない場面として挙

げられております。屋内につきましても、人との距離が確保でき会話をほとんど行わないような

場合についてはマスクの着用について見直してよいというようなところがリーフレットも踏まえ

まして通知しておるところです。 

 それから、黙食につきましても、この１１月の終わりの通知の中で座席配置の工夫であると

か、適切な換気の確保の措置を講じた上で給食の時間において児童・生徒等の間で会話を行うこ

とも可能であると。ただし、感染状況を踏まえつつ地域の実情に応じた取組を検討することとい

うことで、市教委からも学校へ通知を出しておるところです。 

○竹林幼児教育課長 保育園、こども園の関係になりますが、基本的には小・中学校と同様かと

思います。 

 ただ、こども園関係につきましては、年齢や発達状況等もございます。マスクの着用につきま

しては、２歳未満は着用を推奨しませんというような通知もいただいております。また、２歳以

上の就学前のお子さんにつきましても、マスクの着用は一律には求めないというような取扱いの

通知も受けております。いろいろ活動状況等に応じて、その辺はマスクの着用もしていただいて

いるというようなところでございます。 

 また、給食時の状況ですけども、やはりある程度の現状は距離を保ちながら会話等は控えたよ

うな形での状況という、現状ではそういった状況で対応しているところでございます。 

○立川委員 今見直しの通知等々、黙食についても御説明がありましたが、もう一点お尋ねして

いたんですが、現場の状況はどうなんでしょうか。例えばその校長の判断で、うちは黙食やりま

しょうとか、ここは例えば校長会でうちはやめましょうとか、そういったことの調査をお尋ねし

ていたんですが、その御答弁はいかがでしょうか。 

○谷口小中一貫教育課長 学校に対しまして、今おっしゃっていただきました黙食等に係る調査

は行っておりません。この通知の中で、学校にはお知らせをしているというところになります。 

○立川委員 お知らせしただけで、後のフォローはなかったという教育委員会のスタンス、大変

よく分かりました。ということは、現場で小学校校長、中学校校長独自の判断でうちは黙食やる

んやとやっているところもある可能性があるわけですねという解釈でよろしいんでしょうか。そ

れはないというスタンスなんでしょうか。 

○谷口小中一貫教育課長 この通知の中身に沿って、校内の指導も取りかかっておるところで

す。 

○立川委員 そうしたら、この請願事項のうち１、２、３点ございまして、一昨日ですか、厚労

省のお話を聞いて対応もリーフレットも出しているよというようなことも聞いて、今３点目の黙

食を緩和しということについても、文科省通知その他、本部の通知によってこれも措置をされて
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おると、緩和をしておると、ただしいろんな条件はあるけどもというところですね。会話につい

てもほぼ可能だということなんで、３番についてもクリアができると思いますので、殊さらこの

請願をということではなくて、おっしゃることは分かりますけども今後とも今ちょっと言いまし

たけど現場との調整といいますか、現場との連携を深めていただくという意味で、この趣旨を理

解しますよと、この趣旨をしっかりもう一度お願いしますというような形で趣旨のほうかなと私

は思いますが、皆さんいかがでしょうか。 

○青山委員 私も、先ほどのるる説明いただいたんですが、その点についての確認はさせていた

だきたいなと思っておりました。 

 立川委員の意見については、私も黙食については通達も出ているようですし、その通達を流し

ていただいて校長判断になるんでしょうか、やっていただいておるということであれば問題はな

いなと思います。 

 それから、②のマスク着用の有無についての偏見、差別禁止の周知徹底については、必要があ

ると思うんですけど、この点については先ほども学校を通してやられとんだと思うんですけど、

教育委員会全体でホームページ等を通じたり、家庭への周知、どのようにされているかというの

はお聞きしたい。家庭で、捉え方がまばらであるとの請願の御意見も出てくるのかなと感じてお

りますけど、③については立川委員の意見に賛成です。②について、もし何かお答えいただける

んだったら教えていただきたいと思います。 

○竹林幼児教育課長 マスク等の着用の取扱いについては、リーフレット等も国から示されたり

しておりますので、そういったものについては園庭の掲示、それから保護者への案内ということ

はさせていただいております。 

○青山委員 あのリーフレットをそのまま流したものと、それから各学校でのその対応とのもし

違いがあるんであれば、何かこのような問題が起こってくるんかなと思うんですけど、その辺に

ついてはどんなでしょう。 

○谷口小中一貫教育課長 学校規模によって、この２メートルというような目安をクリアできる

ところとそうでない環境もあり得ますので、そこはそれぞれの実態に応じた対応が部分、部分で

は必要になってくるところもあるかなと考えております。こういった趣旨が徹底されるようなこ

とにつきましては、検討させていただけたらと思っております。 

○青山委員 そのような各学校間で違いが出てくるようなところなんかのもう少し丁寧な説明と

いいますか、そういったようなものを流してあげると一律そうではないんだなということも理解

していただけるんじゃないかなと思うんですけど、私はそこのところで②については周知徹底、

もう少し丁寧な周知徹底をお願いしたいということを考えます。 

○谷口小中一貫教育課長 ありがとうございます。検討させていただきます。 

○立川委員 先ほどの件なんですが、各学校で対応に差があるんじゃないですかということをお

尋ねしたら、いや、もううちの指導の下にやっておりますという答弁をいただいたんですけど、
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今の答弁では学校によって自分ところの裁量の部分があるということなんで、どっちが本当なの

か、ちょっと教えていただけたらと思います。 

○谷口小中一貫教育課長 趣旨は統一したもので、通知を行っております。しかしながら、例え

ば１つの教室の中に４０人近い子供がいる環境と、もう少ない少人数での学級で同じようなこと

が例えば室内での対応でできるかと言われたときに、そうじゃない場面も出てくるというような

ことを想定しております。 

○立川委員 ということは、指導はしてリーフレット等々いろんな方針は各学校にお示ししてお

りますが、ケースによっては学校サイドの裁量の部分があるということで理解させていただいた

らいいんでしょうか。 

○谷口小中一貫教育課長 ２メートル以上の間隔というようなところで、そういう場面が出てく

るかと思っております。 

○立川委員 ケースは想定しなくていいんで、学校独自で任されている裁量の部分はあると理解

していいんでしょうかということなんですが。 

○谷口小中一貫教育課長 臨機応変な対応が必要な場面もあるかと思っております。 

○土器委員 この場合、その御両親とそれから子供さんとのがあると思う、両方。それで、御両

親は２人とも耳が、それでその中で子供さんが大きくなっていると。だから、意思表示その他は

やっぱりマスクなしに表現とかこういう形の中で子供さんが大きくなって、それで学校へ行く

と、それでコロナが出たと、そうすると今までとは環境が変わったと思うんですね。マスクして

表現というか、相手を見ながら表現で意思疎通を図っていたのが変わってきたかと思うんです

ね。だから、今回の場合はある意味では例外的な形であると思うんですね。多分おじいさん、お

ばあさんは耳はよかったと思うんですけど、ちょっとその中で子供さんできた。私、今子供時分

を思い出したんですが、伊部小学校の中に幼稚園があって、幼稚園も伊部小学校と一緒だったん

ですね。それで、私ところの町内で耳の不自由な方が入学したときに、同級生がからかようたん

ですね。それは記憶に残っているんです。それで、お兄さんがおったから来て、４年生か５年生

のお兄さんが来て子供を怒ったのを今でも記憶が残っているんですね。だから、御両親と子供さ

んと両方考えてこの請願は討議、審議、考えるべき必要ではなかろうかなと私は思っています。 

○青山委員 ①に関係するようなことになるんじゃないかなと思うんですけど、私も土器委員が

前回の厚生文教委員会コロナ対策課の答弁に対して言われた耳の不自由な方、口述でということ

で口の動きが読めないというのは困るんだという、これに関して言いますと全てマスクをしてお

る状況というのは困るということで特殊な例だと思います。そういったようなことも考慮は必要

だとは思うんですけど、先ほど言われたように両親あるいは子供と、そういう場合の対応につい

てどうかというふうな、本当に個別で対応する部分については丁寧にしていっていただけたらい

いんじゃないかなと思います。だけど、ここで①で各家庭の判断であるということになりますと

学校での指導がなかなか難しくなるんかな、行き過ぎた過度な指導は必要はないと思うんですけ
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ど、リーフレットに示されているような範囲での指導をどう行っていったらいいのかな、やっぱ

り個々に応じた丁寧な指導が必要かなと思います。 

○西上委員長 青山委員さんのお考えに対して何かありましたらお願いしたいんですけれども、

土器委員さんも顔の表情でこの判断、言葉の内容を読み取るということでマスクの着用ばかりで

は読み取れないというようなこともおっしゃられておりました。それは確かにそうだと思うんで

すけれども、それは各家庭、家庭で御判断されるというようなこともございますし、マスク有無

によって差別やいじめの対象になってはいけないというようなことも今ございましたけれども、

ほかの委員の皆さんはどうお考えでしょうか。 

○奥道委員 基本的にその１番目の家庭の問題だというこの点、これは確かにそのとおりだなと

は思います。ましてや、マスクをすることが、あるいはしないことがその社会の中で許容されて

いるのであれば、それはそれでいいんでしょう。そのことに対して周知徹底をせよと求められて

いると、リーフレットでこの点については学校に対してどういうか、周知徹底をさらに進めると

いうところまではいってないんだろうとは思います。 

 それから、２点目も同様ですね。黙食も、そういうことだろうと思うんです。結局その構わん

よと。 

 ただ、実際にその学校の中にあって黙食を強要するということは、実質かなりハードルが高い

というのは実感しております。もっと言えば、年齢が小さければ小さいだけ、黙って食べなさい

という指導を何ぼ先生方が大きな声張り上げようとも、なかなか難しい指導になるんじゃろうな

と思います。その現実の問題として、非常に難しいというのよく分かります。 

 その上で、じゃ、このウイルスの感染拡大についてはどうなんだと、第７波のときの特徴とい

うのは要するに子供さんの年代とその親の年代じゃったんじゃなかったかなと記憶しているんで

す。つまり小学校、中学校、それから高校のここの要は集団生活の中で感染した子供が家へウイ

ルス持ち帰って親が感染しちゃったというのが第７波の大きな原因じゃったんかなと、そことの

兼ね合いというのが若干気にはなります。気にはなりますが、私の最終的な意見としては何でも

言い続けなければ結局は、誰も言い続けるということに意義があるのじゃないかなと、どういう

ことであろうと言い続けなければやっぱりいかんのじゃないかなと、人間というのはある部分で

はとてもいいかげんなところもありますし、弱い部分もありますし、１回言うたぐらいでそれが

きちんとこうできるのかなと、３回言うても５回言うても駄目な人は駄目なんで、言い続けると

いうこと、このマスクを強要するということを言い続けるというのはちょっとどうかとは思いま

すけれども、必要でないときには外せばいいのよということも言い続ける必要もあるでしょう。

国がこういう方針出したからといって、じゃ、そうですかというんで徹底できるとは私は思えな

いですから、私の意見としては言い続けるということに重きを置くべきだなと考えます。 

○西上委員長 言い続けることに意味がある、言い続けないと意味がないというようなことでご

ざいましたけれども、中西委員お考えをいかがでしょうか。 
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○中西委員 私は、特に子供が先生の口元を見て言葉を覚えていく、あるいは意思疎通を図って

いくと、特に保育園段階の子供たちはそこの部分が強いと、これは私も議会でそのことを申し上

げて子供の発達についてどうなのかということをお伺いしたことがありますけども、今ネットの

世界でも、また全国的な保育園なんかの話を新聞やメディアの中で読んでみても、そのことはよ

く言われていることで、対策としては、プラスチックのこういう口元だけのガードするような、

そういうものもつけてやっているというところもあったと思います。そういう点では、備前市の

教育委員会なんかもそういうことについてはどう考えておられるんかな、子供の発達ということ

についてどう考えておられるんかなというのが常々私も疑問に思っていました。一律にマスクを

つけることを強要するもんではない。しかし、感染対策の点から考えると、ワクチンとマスクと

一定の距離を保つ、換気をする、これは一つのベースにはあるんじゃないかと思っています。ど

ちらを優先して、こちらを優先してというものではないわけですけども、例えば私も町の中を歩

いているときには誰も周りにいませんから、マスクは当然つけていません。人と会うときになる

とマスクをするというような形でのマスクの使い方をしているわけですけど、歩いているときま

で、あるいはランニングをしているときまでマスクをする必要はない、そういう強要はされては

いないものだと思っています。そういう点では、私は今回文科省と厚労省が出したものは、それ

はそれなりに理解のできるものだと思うんです。 

 ただ、ここ二、三日のマスコミ報道なんか見ていますと、教育委員会単位での差がかなりある

というような報道がされているのを見ています。備前市の教育委員会は、通達を各学校に出した

と、送ったと、すると各学校ごとの対応になるのかと、教育委員会としての見解は何なのかとい

うのが今の段階では大変私も気になるところです。その上で、今出てきた、青山委員から出まし

た物理的な対応については各学校での対応になるだろうと、これは分かります。 

 もう一つは、私の疑問は感染状況ですね。文科省も厚労省も感染状況に応じてという言い方を

していましたから、学校の中での感染状況がどうなのかという感染がうわっと広がっている中で

どうなんかということは問題になるだろうと思います。ところが、教育委員会としてはコロナの

感染状況はこれまでの見解では全く承知をしていないというのが教育委員会の見解なんです。そ

うであれば、どうやってその感染状況の判断を教育委員会がされるのかというのが私は大変疑問

に思っているんです。今回所管事務調査の中で、学校園における学級閉鎖の状況についてという

のを私は上げさせていただきました。そういう状況も見ながら、私は判断する必要があるんでは

ないかと。これはきのうの新聞なんですけども、感染者３，０００人超えると、３か月半ぶり

と、それで感染者の年代別の内訳は１０代が５０４人で最多、１０歳未満が４５６人と続いた

と、つまり３，０００人のうち１，０００人が１０歳未満、１０歳代なわけです。３分の１がな

っているという状況が意外な問題になりましたけど、保健福祉の委員会のところでは特にワクチ

ン接種がここは進まないというのが明らかになった。じゃ、ワクチン接種が進まないんであれ

ば、これも強要することできませんから、やはりマスク、換気、距離、こういうところが有効な
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手段にならざるを得ないと。 

 子どもの権利条約の中で、これは日本国政府も批准をしているわけですけど、４つの原則があ

ります。１つは、生命生存及び発達に対する権利、命を守られ成長できること、ここのところは

やっぱし保障をしていかなければいけないというのが大人の役割になるわけで、今現在こういっ

た感染状況の中で、このことだけを取り上げていくとどのようなものかというのがあります。私

はこの内容については、趣旨としては大変理解ができるものでありますが、現在の第８波の厳し

い状況の中で、このことだけを取り上げて言うべきかどうか、やはりマスクをつける必要があ

る。でも、マスクをつけなくてもいいときもある。それは物理的な、あるいは感染状況を見極め

た中での総合的な判断なんだというのが私はあるんではないかと思います。だから、趣旨として

は大変よく私は理解ができるものです。しかし、第８波のこの感染が激しい中で、私たちもこう

やってマスクをみんなつけてますけど、そういう中で今現在これを趣旨としては採択は分かりま

すけども、感染状況の中でマスク着用をお願いしている、あるいはワクチン接種をお願いしてい

る、この中でどうなのかというところが私はあるんではないかと思います。 

○西上委員長 中西委員さんの８波の中でこの趣旨、この採択というのは分かるが、いかがなも

のかなというようなことですから、草加委員いかがでしょうか。 

○草加委員 本件につきまして、１番についてですけれども、１１月末の厚労省とか文科省の通

知によってマスクの着用について一定の緩和をされた内容がアナウンスはされているとは思うん

ですけれども、やはりここは各家庭の判断に任せてその周知することもひとついいのではないか

なと思います。 

 ２点目ですけれども、マスクの着用の有無による偏見、差別の禁止をチラシ、リーフレット等

で積極的に活用して、さらに周知徹底することについてですけれども、先ほど小中一貫教育課長

さんからの話によるともう少し徹底していきたいとコメントをされていらっしゃったので、まだ

完全にこの周知徹底ということができていないのであれば、ここで請願事項として取り上げるこ

ともいいのかなと思っております。 

 最後の３点目、黙食を緩和し大声でなければ食事中の会話は可能とすることということなんで

すけれども、これも先ほどの小中一貫教育課長さんからのお話によると趣旨は統一して学校側に

通知しているけれども、各校の実情によってできてない場合もあり得るということですので、そ

れが１００％できていると言い切れない限りはこの請願事項のように黙食を緩和して大声でなけ

れば食事中の会話は可能とすることという請願に賛同してもよいのかなと思っております。です

から、さらなる注意喚起ということで、私は採決に賛成したいと思っております。 

○西上委員長 草加委員は一定の緩和をされた、各家庭の判断に任せると、着脱に当たっては偏

見があってはならない、黙食はこれでも可能だというようなことをお考えということで、最後に

丸山副委員長いかがですか。 

○丸山副委員長 それぞれの委員の方々が言われたのがほぼ自分も重なってしまって、同じです
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と言うと全然丸山自身のことにならないので少し重複するところもありますが、そこは聞いてや

ってください。 

 本当に子供たちが笑顔でという、この請願に対してはすごく自分も賛成しています。やはり子

供の表情、大人もそうなんですが、そういったところをすごく知りたい。マスクしとるだけで

も、大人の中で何を考えているのか分かりにくいというのも正直あったりします。ですので、状

況に応じて先ほど臨機応変にというような言葉もありましたが、本当に状況に応じてマスクの着

脱をすることをきっちりと決めてあげる、やはりなかなかそれが難しいのが現状です。コロナの

こともありますし、マスクを外したから第８波が拡大拡散したということになると、やはりそれ

は大きなことだと思いますので、本当にそこは学校へ言ったからだけじゃなくて教育委員会のほ

うも本当にそのあたりがどうなのか、人数が１学級１クラスに３０人いるから、１０人いるから

が原因なのかどうかとか、たくさんいててもここの学年、学級は何にもクラスター的に起きない

とかということもあるかと思いますので、そういったところをやはり小まめに学校任せ、先生方

任せじゃなくて教育委員会もデータ取りというのはしていただいて、確実にクラスターが起きな

い、コロナの発生状況を抑えられていますよということになれば備前市でこうしようというよう

な感じで推進していくのはありかと思いますが、繰り返しますがなかなか徹底できないというの

が正直あると思います。そういったところを大人として、それぞれがやはり気をつけて子供たち

に教えていくということは大切なことだと思うので、この状況に応じてマスクの有無というのに

対しては賛成です。 

○奥道委員 先ほど私申し上げましたけども、マスクの着脱に関して一つは学校の現場での先生

方がどこまでどういう形で指導されているのかということをやはり教育委員会としても定例会と

いいますか、時期を見ては確認をしておく必要があるんじゃないかなと。といいますのが、小学

生にしても、その下の幼児にしても、こうしましょうということに関しては子供たちはこうしま

しょうがこうしなさいと聞こえる、どういうんですか、先生が駄目よという一言が全面的な駄目

になって、その駄目でないことが実は悪になってしまうという世界だと思うんですね。だから、

指導の仕方をやっぱりきちんとしてやらんと小学校ではその辺のところのどういうんですか、今

はいいのよとか、今は駄目よとか、給食のときは前向いてみんなでこうやって食べようね、しゃ

べっちゃ駄目よ、するとしゃべることが悪になってしまう世界がそこへ出来上がってしまうわけ

ですね。それだけに、やはり先生方の指導力というのが一つ問題になってくるんだろうなと。そ

こをきちっとやはり見てやって、できたら学校の管理職のほうでもしっかり徹底をしていくとい

うか、言い方に気をつけようとか指導の仕方を考えようとかということは、問題提起をしておく

必要はあるんじゃろうなと。 

 ただ、昨今のワールドカップの映像なんか見ていても、あるいはＷＨＯの偉い人の発表なんか

見てみても、全世界でかなりの抗体を持つ人間が増えたなんていうことになっているし、ワール

ドカップ見ようて誰もマスクしとらんがなと思いながらテレビを見せてもらっていますけど、今
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世界はそっちの方向へ向かっているのかなと。要はウイズコロナというか、もうコロナが身近に

あって、３年前に私もそれを強要した側でしたけど、今の段階になってしまうとそこまでの強要

が果たしてどうなんかと、効果があるのかという問題を思います。 

 黙って食べることに効果があるかということ、さらにはマスクをつけて常におるということに

果たしてどこまでの効果なのかな、簡易的なマスクをとの表現があったようで、本当のこの感染

拡大を防止するためにはマスクを二重、三重にしなければいけないというのもどっかで読んだ気

がします。今の先ほどの第７波のときの状況、現在の８波の状況、そういう状況も確かに現実あ

りますけど、その上で学校現場ではそういうふうな形できちんとした対応をしていきたい。その

ことを改めてやはりさっきと同じですけど、最終的には言い続けてほしいなということが私は思

います。 

○谷口小中一貫教育課長 市教委でも、学校と連絡を取り合う中で、今の指導状況なんか、それ

から子供たちの様子なんかも含めて情報収集し適切な指導になっているかどうかというあたりも

把握を続けていこうと思います。 

○中西委員 奥道委員にお伺いしたいんだけど、言い続けるというのは何を言い続けるわけなん

でしょうか。 

○奥道委員 やはりウイルスの感染拡大ということについてのその内容ですね、やはりマスクも

必要だし、だけども必要なときと必要でないときもあるということ、こういったことだと自分で

は考えていますが。 

○中西委員 丸山副委員長に対しての私の意見なんですけども、コロナの状況をよくつかんでク

ラスターの状況つかんでというお話がありましたけど、基本的には教育委員会はつかんでないん

です。これまでの教育委員会の見解なんです。クラスターはどうなっているか分かりません、コ

ロナの患者数は分かりませんというのが見解。先日の保健福祉部の中でも、担当課長は子供の感

染についてはつかんでいません、分からないんです。保健所しか分からないんです。だから、そ

の学校の中で感染状況がどうなっているかというのは、基本的には教育委員会は知らないんで

す。知らない以上、言えないわけです。だけど、この文科省もあるいは厚労省も、結局はそうい

う奥道委員が言われるようにめり張りをつけなさいで、その中には物理的な問題や感染状況なん

かがあるでしょう、そういう判断がつかない中でこうしなさいと言うたらなかなか難しい。だか

ら、基本的にはマスクを推奨しているというのが今の現状だと。先日の厚生委員会の中でも出て

いましたように、特に若い１０代、このところのワクチン接種が進んでないというところが悩ま

しいところで、打つ手段としてはもうマスクか、間隔、距離を保つと、これしかないというのが

状況だと思うんですね。 

 だから、ここに書いてあることは、私も子供たちが口元を見て成長してきているというところ

も含めて私も一緒なんですけども、事この８波の厳しい感染の現れの中で、このことを強調して

今回言うべきかどうかというのは私もどうかなという、この時期については思うんです。内容の
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趣旨については十分私もそのとおりだと思うし、子供にとってもかわいそうな話だし、無理なと

ころもあると思うんですけども、結局大人がなかなか判断するような状況が今教育委員会にもな

いというところなんですね。だから、趣旨としてはよく理解はできるわけです。 

○石原教育振興部長 学校現場、教育委員会サイドでの現状をいま一度説明させていただければ

と思います。各課長のほうで説明をさせてください。 

○谷口小中一貫教育課長 小・中学校でコロナの感染についての把握なんですが、夏休みといっ

たような長期休業についてなかなか情報というものは学校のほうも把握しづらいという状況にあ

りますが、授業日につきましては学校のほうから教育委員会にも状況は入ってきておりますの

で、授業日についての把握はしております。 

○竹林幼児教育課長 保育園、こども園関係につきましても、そういった状況についてはこちら

へも連絡が入っておりまして、その感染状況に応じて対応はさせていただいている状況でござい

ます。 

○中西委員 私は、初めてそのことを聞きました。今だかつて教育委員会がそういう状況把握し

ているということ、あるいは数字の上でも委員会に報告されたことはこの何年間か一回もないで

すよ。どうして今までも一回もなかったんですか。 

○石原教育振興部長 報告の有無というよりは、まずそういう学校サイド、園サイドがどういう

対応をしているかということは常々お話を申し上げてきたところでございます。まず、そういう

認識に私どもは立っているというところを改めて皆様にも御理解をしていただきたく思っており

ます。 

 なお、個別具体でどこの学校でどのような状況になっているということを逐次委員会で報告す

る必要があるかどうかも含めて、私どものほうで判断をさせていただいているという状況でござ

います。 

○中西委員 それなら、いわゆる情報の開示での確保条例みたいなのがあるわけですから、どこ

ということが分からないにしてもこども園で学級閉鎖が幾らか、あるいは何人か、一覧表にこの

間ずっと出してくださいよ。 

○石原教育振興部長 前向きに取り組んでいきたいと思います。 

○立川委員 教育委員会の考え方というのは、その時々で変わるのが一番我々不安であって、先

ほどのお話でもありましたようにどこの学校が、こども園がコロナで休んでいるよ、地域の方は

すごい敏感に聞かれるわけですね。あそこの学校休んでいるよ、子供たちが喜んで帰ってきた

よ、お休みや、学校は何かありましたの、いや、学校からは何にもないよ、その不安な気持ちは

すごくあるんですよ。今中西委員が聞かれたように、じゃ、どうなっていますか、我々のところ

に問合せがあるんですよ。うちの学校休校なの、コロナなの、いやいや、教育委員会が教えてく

れないんですわという返事はできませんから、いや、ごめんなさい、知りませんという返事はし

ていますけど、そういったところへの市民の不安というのはすごくあるんですよね。その辺の御
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理解はされておるんでしょうか。 

○谷口小中一貫教育課長 不安に思われる方もおる反面、当事者の人権に配慮していくというと

ころを第一に考えたいというところで、該当の保護者であるとか、そういうところには適切に連

絡をしておるというところになります。なるべく最小限に情報を発信しているというところにな

ります。 

○立川委員 その辺を最初から我々にお伝えしていただければ、そういうリーフレットも欲しい

んですけどね。さっきちょっとお話出ましたように、このマスク着用の考え方というのが厚労省

と文科省と同じところから出ているんですけど、厚労省の通達でさっきおっしゃいました就学前

の取扱いも最後にただし書があるんですね。リーフレット等を作成し丁寧に周知広報を行うこと

と、厚労省が出しとんですけど、この辺文科省は知らないということで教育委員会知らないとは

言えないと思うんですが、どのような丁寧に周知広報を行っておるんでしょうか。具体的にちょ

っと教えてください。 

○谷口小中一貫教育課長 リーフレット等広報が来たときには、そのままを送るんではなくて市

教委としてこういうところを大切にしてほしいというふうな旨を一筆添えて文書を学校のほうに

出しております。その周知いただくとともに、適切な対応もお願いしますということをお願いし

ておるところです。 

○立川委員 未就学児、２歳以下ということで、それも支えているんですが、学校からは未就学

児に伝わるんですか。伝わらないでしょう。丁寧に周知広報ということなんで、どの程度の周

知、丁寧な広報されているのかなというところです。その辺はいかが処理をされておるんでしょ

うか。 

○竹林幼児教育課長 未就学児といいますか、保育園、こども園関係につきましてもリーフレッ

トの配布はもちろん、感染状況等に関する通知等を保護者様にお出しする際にはそうした取扱い

についてもそういう内容に盛り込んでというようなところで心がけていっております。 

○立川委員 リーフレット等できました、これしっかり読んで守ってくださいねと渡しましたと

いうところで終わりなんでしょうか。それが今考えておられる丁寧に周知広報を行うということ

で理解したらよろしいんですか。 

○石原教育振興部長 先ほど両課長が申し上げたことは当然でございますが、庁舎内、保健福祉

部局等々全庁的にも感染対策については取り組んでいるところでございます。確かに低年齢層で

の感染状況というところが非常に重要視されているというところで、教育委員会はもとより保健

福祉部とも連携をして必要に応じてしっかり丁寧に対応していくということは日常的に、特に保

育園、こども園、毎日保護者の方と接するわけでございますので、そういったところも力を入れ

て日常的な会話の中、御自身のお子様だけではなくこの集団の中でのやり取りの中で育っていく

子供たち、それを毎日の日々の保護者とやり取りをしているわけでございますので、その日常が

より丁寧な周知にもつながっているものと理解をしているところでございます。 
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○立川委員 私がお尋ねしたのは、未就学児ですから御家庭におられるということで、そこへ１

軒ずつお話ししているのかどうか、丁寧に。学校へ来られている保護者、保育園、こども園に預

けてらっしゃる保護者には行くんでしょうけど、そのほかのところにはリーフレットできており

まっせ、勝手に取りに来なさいという説明なのか、こども園やとか幼稚園、預けるところ、認定

ですよね、認定こども園に行ってないところの家庭はどういう周知をされておるんでしょうか。 

○石原教育振興部長 いわゆるこども園、保育園に就園をされているお子様以外のお子様に対し

ては、入園をされていないけれども様々な保育のサービスを受けられている方、民間も含めて、

それから事業所内での保育、院内保育、そういったところとも連携を取っているところでござい

ます。それが、保健福祉部局であっても市全体としての取組の中でできる限りの周知が伝わるよ

うな取組を市全体として行っているところでございますので、なかなか入園されていない、就園

されていない保護者の方とは頻度が違ってくるかもしれませんけれども、週に１回この保育サー

ビスを利用しているという方でも週に１回ではありますけれども、この機会を通じて間接的であ

っても直接問わず何らかの形でより多くの方々に市の考えであったり国や県、市の考えが伝わっ

ていくような取組を現状行っていると御理解いただければと思います。 

○立川委員 具体的に教育委員会が窓口となってそういう御家庭をつないでらっしゃるんでしょ

うか。保健福祉部のこども課のほうがされておるんでしょうか。具体的な対応はどこなんでしょ

う。 

○石原教育振興部長 所管がどこかと言われれば、この担当は保健福祉部であります、これは教

育委員会でありますというところの所管というのは出てくるかと思います。ですが、もうそんな

ことを言っている状況ではございませんので、市全体として市長もよくお話に出てきます横串を

刺してということが求められているわけでございますので、このコロナの難局というのはまだま

だ終わっているわけではございません。非常に緊張感を持って市全体で取り組んでいるというこ

とで申し上げられるのではないかと思っております。 

○立川委員 そのことは十分理解をしておりますが、じゃ具体的に横串を刺してこぼれた肉があ

るんじゃないですかということで今お話をお伺いしたんですが、具体的に未就学児のそういう保

護者の御家庭には誰がお伝えになって、こういう注意喚起を促すリーフレット等をお届けする役

目になっておるんでしょうかということなんです。 

○石原教育振興部長 所管でいうと、保健福祉部局になろうかと思います。乳幼児健診の機会で

ありましたり、必ずしも入園であるとか保育サービスを利用されているかいないか、あらゆる機

会を通じてという取組であろうかと思っておりますので、必要に応じて保健師の方が御自宅を訪

問する機会もあるのではないかと、集団健診やそういった機会を捉えてということで委員御指摘

のように一人も取り残さずということでの非常に力強いアドバイスをいただいたなと改めて強く

思っているところでございます。 

○立川委員 誰一人取り残さないというのが丁寧なのかなと私自身は理解をしておったんです
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が、そういった取組もしていただけていると解釈してお話を終わらせていただきたいと思いま

す。 

○中西委員 私、１番の項目については意見があります。１のマスクをつけるかつけないかの決

定権を本人や保護者、ここまでは私は何ら問題ないと、この各家庭の判断は私はちょっと異議が

あります。本人と保護者だけで私はいいと、家庭なんて出てくるのが言葉としては使い方として

は意味不明なんです。この各家庭というのはいかがなものかというのが、私は思っています。 

 それから、２番目のマスク着用の有無による偏見差別禁止、私はここで言うものであればこの

文科省と厚労省が多少の規制緩和をしてきたということの中身をきっちり教育委員会がチラシな

りリーフにして配布をすると、当然その中には偏見差別の問題が入るもんですけど、メインはこ

の規制緩和の中身を正確に保護者の方に届けてあげるというのが一番大切ではないかと思いま

す。 

 ３番目のところですけど、黙食を緩和し大声でなければ食事、これはこのとおりなんですけ

ど、先ほどの意見の中で教育委員会も認めた物理的な問題、感染状況の激しい中でこれ緩和する

かどうか、このことはこの中に単純に黙食を緩和し大声でなければ食事の会話は可能とするとい

うことにはならない。文科省も厚労省もそのことは十分承知した上で今回の規制緩和を出してい

るという、この３つの点は私はやっぱしそれぞれの項目の中で意見としてはあります。 

○青山委員 私も１番のところが最終的には問題というか、提案すべきところがあるかなと思っ

ておりましたのは、先ほど中西委員も言われたように、各家庭の判断であることをさらに周知徹

底するということになると以前に申しましたように学校での指導あるいは社会的な見方が変わっ

てくるんかなと思っております。もし文書にするんであれば適当かどうか分かりませんけど、決

定権は本人や保護者にありますが子供たちの発達、コミュニケーション能力を考慮するとともに

コロナ感染防止の取組も考慮することをさらに周知徹底するとかというふうなことにしたほうが

いいんじゃないかと思いますので、趣旨採択というところで。 

○立川委員 さっき私も言いましたけど趣旨採択にするのか、不採択にするのか、ちょっとその

方向性をぼつぼつお話の中で決めていただけたらと思いますが、どうでしょうか。 

○西上委員長 皆さんもう意見出尽くしましたので、ここでもう採決して結構でしょうか。 

○中西委員 時間も委員会１時間ほど過ぎましたし、暫時休憩をお願いをしたいと。 

○西上委員長 それでは、暫時休憩といたします。 

              午前１０時４４分 休憩 

              午前１１時００分 再開 

○西上委員長 これより会議を再開いたします。 

○立川委員 休憩前にお話が出たように、ぼつぼつ採決の方向といいますか、それを皆さんで討

議されたらどうでしょうか。 

○西上委員長 今立川委員から採決の方法はいかがしましょうかと、方法、採決の方向というこ
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とでいかがでしょうか。 

○青山委員 中でも言いましたように、このような保護者の方あるいは地域の方の御心配という

のは重く受け止めなければいけないと思いますが、先ほど申しましたように①のようなところは

そのままこれを学校現場に持ち込むというのはなかなか難しいんじゃないかなと思いますし、趣

旨は採択ということで趣旨採択をお願いします。 

○西上委員長 趣旨採択というようなことでございますけど。 

○立川委員 まず最初に、この請願を採決する方向でいいのか悪いのかというお話で進めて、そ

の後趣旨採択とか不採択とか採択とか、そこら辺の話を進められたらどうでしょうか。 

○西上委員長 この請願第４号について採決をしてよろしいでしょうか。 

○奥道委員 採決するかしないかということをまず考えるべきでしょうから、そこを進めていた

だければ。 

○立川委員 そういう形で進めていって、これを継審にするのか、今日結論出すのかという方向

で皆さんの御意見いただいて方向性を決めていただけたらと思います。 

○西上委員長 採決をするか継審をするかということでございますけれども。 

○中西委員 採決を。 

○西上委員長 採決をということでよろしいですか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 採決の中身でございますけど、青山委員より趣旨採択というお話がありましたけれども、趣旨

採択についてお諮りさせてもろうてよろしいですか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 分かりました。 

 これより請願第４号を採決いたします。 

 この採決はまず趣旨採択について行い、趣旨採択されなかった場合は採択について採決を行い

ます。 

 いま一度申し上げます。 

 採決についてはまず趣旨採択について行い、趣旨採択されなかった場合は採択について採決を

行います。 

 それでは、採決いたします。 

 趣旨採択の賛成の方の挙手を求めます。 

              〔賛成者挙手〕 

 ありがとうございます。挙手多数によって、請願第４号は趣旨採択されました。 

 以上で請願第４号の審査を終わります。 

○中西委員 この請願については１時間以上かけて慎重審議を委員会としても行われたと、中で

貴重な意見が委員の皆さんからも出されていますし、それから教育委員会も大変かつてない格調
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高い御答弁をいただいているわけです。私は、そこで皆さんに提案したいんですが、今回の厚労

省、文科省の事務連絡あるいは通知も含めて保護者の方に分かりやすい、今日教育委員会が御答

弁いただいたような中身を分かりやすくチラシ、リーフにして配布をしていただきたいなと思い

ます。ぜひ委員会で一致が得られるものなら、委員会として教育委員会のほうに委員長のほうか

ら申し送っていただきたいと思いますが。 

○西上委員長 皆さん、このことについて御意見を伺いたいと思います。いかがでしょうか。 

○立川委員 ぜひそうしていただいたらいいと思います。賛成です。 

○青山委員 私も賛成です。 

○草加委員 賛成です。 

○奥道委員 すみません。賛成の御意見が多い中で、ちょっと一考する必要があるんじゃないか

という気は今してます。といいますのは、各家庭への配布物の中には例えば「広報びぜん」なん

かもあるわけで、「広報びぜん」を利用するという手もなくはないのかなということを今思って

おります。 

○中西委員 なかなか「広報びぜん」のページ数が限られていまして、なかなかそこは難しいと

いうのが一つと、それからもう一つこのコロナに当たって教育委員会から私は物が１枚も出てな

いという、私も見たことがないということでは今日の立派な御答弁をいただいて教育委員会もそ

の姿勢を示すというのが私は大切かなと思っています。 

○奥道委員 「広報びぜん」の件よく分かります。分かりますけども、大事なことですから、そ

れにページを割くのはちょっと考えていただければええことだとは僕は思うんですね。その上

で、教育委員会からのお知らせというような意味合いでのそのリーフレットといいますか、チラ

シといいますか、必要なところだけのものを書く、そういうものを作っていくという、そういう

趣旨であるならばそれもいいのかなということに思いますので、いっぱいいっぱい説明は必要な

いということでお願いをする、そういう方向であるならば賛成しときます。 

○丸山副委員長 賛成。 

○西上委員長 賛成多数ということで、保護者様に分かりやすい形のリーフレットを配布してい

ただくということで厚生文教委員会からの御要望ということで石原教育振興部長にお願いいたし

ます。よろしいでしょうか。 

○石原教育振興部長 しっかりと対応させていただきたいと思います。ありがとうございまし

た。 

********************** 報告事項 *********************** 

○西上委員長 それでは、所管事務調査に先立ち、執行部からの報告事項をお受けいたします。 

 １件ごとに質疑を行ってまいりますので、１件ごとよろしくお願いいたします。 

○石原教育振興部長 まず、私のほうから１点目につきましては教育振興部内２課にわたっての

項目になりますので、まず私のほうが概要の説明をさせていただきたいと思います。 
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 資料につきましては２枚ございます。Ａ４の表裏の資料でございますが、題名でいきますと令

和５年度の給食費及び学用品費について、それから令和５年度の保育料等についてでございま

す。 

 本日付の文書でございまして、それぞれ市立学校児童・生徒の保護者の方、それから来年の春

就学を予定されている保護者の方、いわゆる保育園、こども園等での５歳児に当たる方、それか

ら保育園、こども園園児の保護者の方の文書にございます。 

 まず、給食費及び学用品費につきましては、令和５年度における取扱いとしては上段にござい

ますように市としての方針により下記のとおり予定していますのでお知らせをいたしますという

お知らせ文の内容でございます。 

 内容としましては、児童・生徒及びその世帯員の全員がマイナンバーカードを取得している場

合、申請により納付が免除になるという内容でございまして、目的は２番目に書いてございま

す。 

 ３番、免除の範囲としましては、給食費全額と学用品一部というところになろうかと思いま

す。 

 ４番、その他につきましても、まだ詳細については後日ということになりますけれども、まだ

未取得の方におかれましては１２月中であれば国の２万ポイントの付与ということもございます

ので、追記として加えさせていただいております。 

 なお、申請についての手続は、スマホをお持ちの方であれば最短でも５分で完了できますとい

うことで促しの内容でございます。 

 それから、例えば土曜日、日曜日、今週の土曜、日曜でありましたら、それぞれ出張申請など

で公民館等を活用しての出張申請も行っております。そういった情報もあらかじめ学校・園のほ

うにもお伝えをしてきているところでございますので、このたびのこの保護者充ての文書をもっ

て一人でも多くの方に１００％を目指してマイナンバーカード取得についての取組をお知らせす

るということでございます。 

 なお、保育料等につきましても、いわゆるゼロ、１、２歳児についての保育料は市独自の施策

でございます。３、４、５歳児の保育料については、国がもう無償化を行っております。そうい

ったところを切り分けてゼロ、１、２歳児の方の保育料、それから３番の免除の範囲の中には米

印で令和５年度から給食費の免除も検討中ですということでお知らせをさせていただいておりま

す。 

 以上、２点につきまして御報告をさせていただきます。 

 なお、本日まず議会への報告、委員会への報告ということ、そして本日こども園、保育園につ

きましてはお迎えに来られる際に保護者の方に、それから小・中学校につきましては下校する際

に封筒に入れておりますこの文書をお渡しして保護者の方にということでお持ち帰りをいただく

ということでございます。 
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○西上委員長 本件に対しまして、質疑を希望される方の発言を許可します。 

○立川委員 ２番目、目的、マイナンバーを全市民が取得することを目指してるからこの学用品

費の免除を進めるんですか。仮に１００％になったら、この給食費、学用品費の免除はなくなる

んでしょうか。何かおかしくないですか。 

○石原教育振興部長 給食費、学用品の１番、新しい制度についてのところに記載をしておりま

すように、児童・生徒及びその世帯員の全員がマイナンバーカードを取得している場合は申請に

よって納付が免除になりますということでありますので、取得をされていらっしゃる方であれば

当然免除になりますよという考え方でございますので、１００％になるということは皆さんお持

ちだということですので対象の方として納付の免除になるものであると御理解いただけたらと思

います。 

○立川委員 いやいや、そういうお話じゃないと思うんですが、これですと新しい制度が始まり

ますよ、申請してください、マイナンバー持っていたら免除になりますよ、ただになりますよ、

でこの給付をする目的としてマイナンバーの取得ですよと、じゃないでしょう。子育て支援の一

環としてやります、なおマイナンバーカードの申請を進めておりますのでこうしたら特典ですよ

と、これメインとサブがひっくり返っとるような気がしてしょうがないんですけど、目的はマイ

ナンバーの取得なんですか、子育ての支援なんですか。サブの特典として御家庭で持っておられ

たら免除になりますよという書き方のほうが私は理解がしやすいんですけど、これあくまで目

的、こんな目的で学用品費のただを新設するんですか。その点について大変憤りを感じるという

か、何か不自然やなと、この学用品。 

○石原教育振興部長 私の説明力不足で、大変御迷惑をおかけしております。ここで記載してお

ります目的につきましては、まずマイナンバーカードを持つ、持たなければならないのかと、そ

れがなぜ条件のようになっているんでしょうかということの目的を記しておるものでございま

す。現状今年度から給食費、学用品費につきましては現在無償化の取組を行っているところでご

ざいます。従前からも多子世帯への補助制度を備前市独自施策で行ってきておりますので、子育

ての施策であるということは十分御理解をいただいているものとしての前提に立っております。

もちろん委員が御指摘のように、そこをしっかりと今後詳細については後日お知らせというとこ

ろを記載させていただいておりますので、より丁寧に御案内のほうはさせていただけるものと御

理解いただければと思います。 

 なお、強調させていただく部分としましては、市の方針であるということ、それからこの１２

月いっぱいまでに申請をいただくということが非常に国の施策としても市民の方にも非常に有益

な期間であるということを重視しております。一日でも早くお知らせをして、来年度に備えてい

ただく上でも年が明けてからというよりは今それがもうぎりぎりの時期ではなかろうかという点

を鑑みまして、こういった形でまずはこのマイナンバーを取得をしていただきたいということで

の促進、予告的にはなっておりますけれども、お願いの通知であると捉えていただければと思い
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ます。 

○立川委員 一生懸命理解しようと思うんですけど、違うでしょう。これ教育委員会が出す文書

じゃないでしょう。今おっしゃるマイナンバーは、なるほど進めてと思います。今したらポイン

トがついてお得でっせとか、目的にこれ絶対出てこうへんでしょう。給食費、学用品費の免除に

ついて目的がマイナンバー取るんでっせと、さっき言いましたが違うでしょう。子育て支援の一

環でやるんですというのがメインでしょう。サブとして、市ではこれ進めております。マイナン

バーの取得にぜひとも御協力をいただきたい。特典として御家庭全部していたら免除になります

よとか、サブ的な書き方でしょう。これはちょっと教育委員会の文書と私は思われへん。何ぼ石

原部長が丁寧に御説明いただいても、理解が入ってこないですね。この文書、本当に出されるん

ですか。それだけ教えてください。 

○石原教育振興部長 結論から申しますと、今日もう発出をする予定でございます。報告事項と

しての項目でございますので、あくまで報告でございます。御意見といたしましては、非常に重

く受け止めなければならないと捉えております。私の説明力不足を重ねておわび申し上げます。 

○奥道委員 部長の説明云々という問題でなく、この文書それ自体が公文書の本来の趣旨という

のは先ほど立川委員がおっしゃっているとおり子育て支援のためのお知らせですよという、そう

いう文書じゃないですか。マイナンバーの取得ということは、二次的な話になると思うんです

ね。これ読んだときに、まず、あっ、保護者はうちの子もマイナンバー取ってええのという質問

が起こるはずなんですよ。まだこんな小っこいのに要るのという、そこはまず起こってきて、そ

こでそんなこと書いてないからゼロ歳児でも取れますよということで、それで、ああ、そうか、

取れるんかと、取ったらどんなええことがあるのということになると思うんです。というふう

に、この文書の当初の本来の目的であるこの子育て支援のための支援です、市としてこう考えて

いますということが目的で入ってきて、マイナンバーはそのマイナンバーカードを取っていただ

くとこういうメリットがあるんですよということでということだということに、先ほどから立川

委員がおっしゃっていると僕は思っています。私もそう思います。だから、この文章のこの構成

がこねんなっとるんです。本来こうあるべきところがこんななっているような、そういう文章だ

なという気がします。ですけど、報告事項だからこれでいくと言われてしまえば、ああ、そうな

んかなと私もそうなんかなというふうなんですけど、ちょっと意見として言わせていただくんだ

ったら、これやっぱり変ですよということは申し上げておきます。 

○中西委員 これは教育委員会の人じゃなくて、どっか別の人がやっぱしこんなことを考えたん

だろうなと私は理解しています。出来上がった文書ですけども、教育委員会としてこれを出して

恥ずかしくないんかという、私はそのプライドがないのかなと思いました。その上でお伺いする

んですが、免除の範囲の中で教育委員会が定めるということになっているんですけど、この教育

委員会というのは何を指すんですか。 

○竹林教育総務課長 今年度も、学用品費の無償化行っております。その中で、ある程度実績と
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いいますか、今年度やってみての各小学校、中学校、各学年でのこれだけあれば無償化としては

一定程度賄えるだろうという額というのが実績として出来上がっております。そういったところ

を目安に来年度のお話ですので、当初予算等の中で一定額を決めていきながら教育委員会として

その各学年での無償化の額というのを決めていく予定でございますので、こういう書き方になっ

ております。 

○中西委員 私が聞いているのは、この教育委員会というのは何を指すんかというのを聞いてい

るんです。 

○西上委員長 暫時休憩いたします。 

              午前１１時２４分 休憩 

              午前１１時２７分 再開 

○西上委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いたします。 

○竹林教育総務課長 中西委員から御質問をいただきました教育委員会が定める額の教育委員会

につきましては、あくまで行政組織としての教育委員会を指してございますので、御承知いただ

けたらと思います。 

○中西委員 その上でお伺いをするんですが、教育委員会会議にはこれはかけているんですか。 

○石原教育振興部長 まだ予告、予定の段階でございますので、委員の皆様には発出をするとい

うことは御承知をしていただいておりますが、今後来年度の事業としての取組については教育委

員会会議の中でしっかり議論をさせていただく予定でございます。 

○中西委員 つまりこの事務連絡か何かよく分かりませんけども、このみっともない文書が教育

委員会会議にはかかってないと。 

○石原教育振興部長 そのとおりでございます。 

○中西委員 ぜひ教育委員会会議にかけていただいて、御意見をいただいていただくようお願い

をしておきたいと思います。 

○石原教育振興部長 御意見としてはしっかりと受け止めたいと思いますが、今日本日の発出報

告ということでございますので、教育委員さんにも御理解をいただいているところでございま

す。今後の教育委員会会議でしっかり議論を重ねて、来年度に向けて取り組んでいきたいと思い

ます。 

○中西委員 説明が全くよく分かりません。私は、教育委員会会議にはかかってないと言われた

から、教育委員会会議にかけて御意見を求めてくださいと言っているんです。もう教育委員会の

委員の皆さんには御理解をいただいているということであれば、そういう教育委員のレベルかな

とは思うんですが、１回かけてみてください。 

○石原教育振興部長 会議については、御意見として承っておきたいと思います。 

○中西委員 じゃ、これは教育委員会会議には配らないと、お見せしないと、こういうものを出

しましたというのは出さないということなんですか。 
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○石原教育振興部長 教育委員会会議の中で、この文書を発出したという報告は会議の中で報告

をさせていただきます。 

○中西委員 教育委員の皆さんにはお見せすることができないというのがよく分かりました。 

その上で、１つだけ私はお伺いをしたいんですが、世帯全員で取得しているということが必

要になると書かれていますけど、ゼロ歳、１歳の子供たち、銀行口座を持たないとマイナンバー

取得できないわけですが、その銀行口座はどうやって開設されるんですか。 

○竹林教育総務課長 マイナンバーカードの作成につきましては、銀行口座はひとまず必要ござ

いません。できた後でのひもづけをするかしないかというのは、その個人で決定することになろ

うかと思います。 

○中西委員 分かりました。あとのその他のところについては、１２月中の申請分までマイナポ

イントの付与もありますので、この際に申請をお願いいたします、ここで口座が必要になるんで

すよね。これは必要ないの。 

○竹林教育総務課長 口座をひもづけしましたら、その分マイナポイントの付与がございます

が、たちまちそれを求めないといいますか、望まない方につきましてはそのひもづけ必要ござい

ません。 

○立川委員 今マイナンバーカードのことで世帯全員ということでゼロ歳児、１歳児の写真、誰

のか分かりまへんで。赤ちゃんの写真撮って、これうちの子ですわということになれば、よその

赤ちゃんの写真でもしようと思えばできますよ。写真で顔を確認するんでしょう。ごめんなさ

い、へ理屈ですけど。そんなもん強要するとおかしいですよ。 

○竹林教育総務課長 ゼロ歳児、１歳児、赤ちゃんの顔写真、今のところ必須ということにはな

ってございます。受け取る場合に、本人確認等も必要になってございます。そこで、一応本人確

認ができるのが前提でございますので、ゼロ歳児であっても見比べて本人だと確認できれば可能

かと思います。 

○立川委員 もう私らの想像を超えておりますわ。赤ちゃんに本人確認させてください、横の赤

ちゃん取り違えという病院もあるんですよ。私のところの赤ちゃんなのか、これが発行依頼した

赤ちゃんなのか、すごい確認をされるんですね。もう甚だ感服をいたしております。もうそれ以

外、言葉はございません。さすが教育委員会、組織がなくても実績報告ができる教育委員会やと

感心をいたしております。答弁結構です。 

○青山委員 これが配布されて、我々のほうにも保護者等からお問合せがあると思うんですけ

ど、１点教えてください。 

 先ほどの新しい制度のところなんですけど、これマイナンバーカードというのは強制のものな

んでしょうかということが１点。 

○竹林教育総務課長 マイナンバーカードの取得なり申請につきましては、当然のように任意で

ございます。 
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○青山委員 その上で、この申請により納付免除となっているんですけど、マイナンバーカード

を取得していないというか、取得を拒んでいる方あるいはそういう方、お持ちでない方がおられ

れば、これはもう申請できないと考えたらよろしいんですか。 

○竹林教育総務課長 持っていない場合はもちろん申請ができない、もしくは申請いただいても

免除の決定ができないということになります。 

 ただ、取りたいのにできないという方につきましてのサポートというのは全市を挙げて行って

いるところでございますので、制度の開始までにそういった出張窓口ですとか、今現在も戸別訪

問等を順次行っておりますので、そういった中で拾い上げていきたいなと考えております。 

○青山委員 できるだけ多くのといいますか、全員取得を目指しておられるんでしょうけど、中

にはマイナンバーカードに対するに疑問点を持たれて取得したくない、あるいは家族によっては

よそに出ていてなかなかこちらで取得できないという方、そういう方がもう全て納付切られると

いうのはちょっとどうかなと、昨年度はそういうことはなかったと思うんですけど、何らかの措

置というのは考えられませんか。 

○竹林教育総務課長 今回の通知につきましては、来年度の予告というような位置づけでござい

ます。詳細な制度につきましては、まだこれから練る部分も当然にございますので、すごく特殊

なケース、住民票自体は残っておりますが、例えばですが既に国外に出ていってもういない、連

絡も取れない、そういったときまで駄目ですよということにするかどうかというのはもちろん考

える余地がございますので、そういったところの救済といいますか、例外措置につきましても併

せて制度を始めるまでに詰めていく部分かなと思っております。 

○青山委員 あくまでも子育て支援ということがもう第一義の目的なんで、マイナンバー取得に

よって差別、区別はあるというふうなことにはならないようにしていただきたいと思うんですけ

ど。 

○中西委員 １つだけお伺いをしておきたいですが、行政の手続上においてはこれはマイナンバ

ーカードを取得している場合に限りということをつけるということは問題はないのかどうなの

か、お伺いをしておきたいと思います。 

○竹林教育総務課長 今回の制度につきましては、あくまでマイナンバーカードを持っている方

についてのインセンティブと捉えておりますので問題ないかと考えております。 

○中西委員 私も今議会の初日のときに、農林水産業なんかのときの補助金についてそういうの

がありましたので、ちょっとこれは行政の手続法含めて少し勉強させていただきたいと思いま

す。 

○西上委員長 ほかにございませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 ないようですので、終結したいと思います。 

 続きまして、令和４年度全国学力・学習状況調査結果の概要について小中一貫課より報告を願
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います。 

○谷口小中一貫教育課長 お手元の資料を御覧ください。 

 令和４年度全国学力・学習状況調査の結果の概要について報告させていただきます。 

 本調査は４月１９日火曜日に小学校６年生が２２０名、中学校３年生が２０８名受験しており

ます。 

 概要について説明させていただきます。 

 ４ページ目の３番、学力調査の教科に関する調査のところの（１）平均正答率のところを御覧

ください。 

 小学校国語、算数、理科、中学校国語、理科、いずれの教科におきましても全国、県の正答率

をやや下回っておりますが、正答数１問の差と正答率の関係からほぼ同等の正答率であると考え

られます。 

 同一集団の平均正答率の経年変化につきましては、右側の表を御覧ください。 

 今回の中学校３年生の結果と令和元年度小学校６年生のときの結果を経年比較しております。

結果といたしましては、国語はやや伸び悩んでいる状況ではありますが、数学では県平均を上回

る伸びが見られました。 

 次のページをはぐっていただきまして、平均正答数の分布によりますと本市の分布の様子はほ

ぼ正常曲線です。 

 低位の子が少なく高位の子も多い状況にある中で、一番多い中位層の子供たちも伸ばしていく

ことが日々の授業の中で重要であると考えております。 

 ページを戻っていただきまして、３ページ目のところにあります２番の学校及び市教育委員会

の取組に記載をしておりますが指導訪問、それから校内研修等を通して現在進めている授業改善

の取組を継続、推進することが大切であると考えております。 

 ページをめくっていただきまして、４番のところまで進めていただきまして、４番の質問紙の

調査の概要を載せております。 

 その中でも、特にＦ、今住んでいる地域の行事に参加していますかでありますとか、それから

Ｇの地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがありますかの項目におきまして、

地域学習の充実に取り組んでいる現状から肯定的な回答が多くなっている傾向がある点について

は喜ばしく感じております。 

 以上、概要の説明となります。 

○西上委員長 本件に対しまして質疑を希望される方の発言を許可いたします。 

○立川委員 いろいろ分析もいただいているんですが、大変気になる表現が多々出てくるんで、

その辺の御見解だけお尋ねをしておきます。 

 例えば中学校の国語、分析では下回っているもののほぼ同等の正答率であります。数学、これ

は上回っている。理科、県の正答率は同等となっている。これ数字を見てみますと、なるほど数
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学はプラスになっとうからいいでしょうけど、ほかはマイナスになってるのにほぼ同等ですっち

ゅうな分析ですよね。数字マイナスになっとるでしょう、理科も国語も、３教科平均も。この

辺、書き方というのはどうなんですか。すばらしいところは同等となっているじゃなくて、上回

っていると書いているんですが、△がついているところはほぼ同等の正答率、ほぼ同等ですと、

こういう表現の仕方はすみません、教育委員会さんが考えたんでしょうか。それとも、どっかか

ら上からお声がかかっとんでしょうか。厳密にやはり下回っているという書き方のほうがすっき

りするように思うんですけど、その辺これ誰が書かれたんか分かりませんけど、御答弁いただけ

ますか。 

○谷口小中一貫教育課長 御意見ありがとうございます。 

 ５ページ目のところに、教科ごとの総問題数と正答率の関係というところを御覧いただけたら

と思います。 

 もうおっしゃるとおりで、数字の中では△のところはマイナスということになっておりますの

で下回っております。例えば小学校の国語でありましたら、正答数１問の差で正答率が約７．１

ポイントの差ということを記載させていただいております。この１問をもう一問解けていれば、

またこれは全国の平均を上回るというようなところで、そういう形で読み取っていただけたらと

思っております。なので、大きく外れているところまでには至らないのですが、確かに若干でも

ありますが、下回っているというところは事実です。 

○立川委員 気持ちはよく分かるんですけど、数字の世界でしょう。入試で１点足らなかった

ら、いやいや、これはあれやったんですけど合格にしてくださいとは言えないと僕自身は思って

います。１点でも足らなかったら駄目なんでしょう。そこはそこで真剣に受け止めて、マイナス

はマイナスなんですと、この点を努力していきたい、そういう表現のほうが私はいいように思う

んですけど、ちょっとごまかしたような同等なんですわとかというよりもこれは劣っておりまし

た、この点に力入れて改善できたらという、そういう前向きな分析のほうが私は助かるなと思っ

て意見を言わせてもらいました。 

○中西委員 何しろこれ今日出て今日聞くということなんで、中をしっかり読んでないんで申し

訳ないんですけども、最後の２ページ目ぐらい、例えば算数、数学の授業で学習したことは将来

社会に出たときに役立つと思いますかと、小学生と中学生とすごい数字が変わってくるんですよ

ね。理科の授業もそうで、理科の授業で学習したことは将来役に立つかどうかというたら小学生

と中学生でがらっと変わってくると、これは市もそうですし、全国的にもそうなっているんです

けども、これはカリキュラムだとか難しいことを学ぶからとか、何かこれは理由があるんでしょ

うか。 

○谷口小中一貫教育課長 明確な理由というところまで深堀りができておりませんが、例えばで

すけど授業の中で学んだことが日常生活とこのような形で結びついているよというようなあたり

を子供たちが実感できるような、そういう学びになるとまた変わってくるのかなというところ
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で、引き続き授業改善に努めてまいろうと思います。 

○中西委員 小学生のときにはそう感じるけど、中学になると感じなくなるということなんです

か。 

○谷口小中一貫教育課長 やはり多少年齢が大きくなってきますと、その辺の判断というところ

で子供たちが調査紙に判断するときに変わってきているところはあるとは思っています。 

○青山委員 私も十分な分析ができておりませんけど、何かこうやって数字で出てきてしまうと

もう善悪の判断じゃないですけど、いい悪いという部分だけが先回りするようなところがあると

思うんですけど、備前市はこの学力の捉え方で楽しく学び、それで自分たちが意欲を持って学ぶ

ということが大切で、それを目的としてやっていきたいんだと、そういったようなところとのこ

の相関関係はどう見られておりますか。 

○谷口小中一貫教育課長 例えば授業の中で冒頭、授業の導入部分なんかで子供たちが目当てを

把握していくというところがよくあります。その目当てにしても、先生から一方的に示されるこ

ともありますし、それがだんだん子供たちの言葉の中からあっ、今日のこの時間はこういうこと

に注目して学びを進めていこうというような形で少しでも子供たちが主体的になるような、そう

いう授業づくりに今取り組んでいるところです。また、それぞれ子供たちが考えたことを対話を

通じて学びを深めて、最後にみんなでまとめていくような協働的な学びまで高めていく、そうい

うところを引き続き頑張っていけたらなと思っております。 

○青山委員 そういったようなところの成果もしっかり示していただいて、これから向かう備前

市の教育に対する取組が将来的にはどうなのかということが分かるような分析の仕方もぜひお願

いしたいと思います。 

○谷口小中一貫教育課長 そのような分析の切り口も進めてまいれたらと思います。ありがとう

ございました。 

○奥道委員 ４枚目の頭のところにあるんですけど、この項目、学校及び市教育委員会の取組と

いうことで学校の取組の中の⑤番目、⑥番目、⑦番目、補充授業を朝、昼、放課後を有効に活用

した補充授業をやります。やりましょうですか。家庭と連携するような、これは要するに宿題を

増やしますよということでしょう。その上、土曜日の授業ということなんですけど、これ取組や

りましたですか、これからやりますですか。どっちですか。 

○谷口小中一貫教育課長 一番上の補充学習につきましては、空いている時間なんかも見つけな

がら今も取組を進めております。放課後を利用した補充の授業にも取り組んでいる学校もありま

す。 

 それから、家庭との連携した家庭学習の内容の充実と習慣化というところにつきましても、今

学校の授業の内容と、それから宿題が切れないように切れ目のないようにいかに授業と家庭学習

を関連づけていくか、そういうところも各校で工夫がなされているところです。特に中学校で

は、計画を立てて家庭学習も自ら主体的に取り組んでいくというようなところを大切にした取組
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が進んでいます。 

 それから、土曜日授業等ということで、こちらにつきましては授業時間をしっかり確保して学

びを進めていこうという趣旨でございます。 

○奥道委員 今言うこの内容、つまり教員に対して空き時間を授業とか、あるいは補習をせいと

か、あるいは土曜日は本来お休みの日に出てきて子供らの面倒を見いという、そういう形になり

ますよね。教員の今働き方改革で相当部活動まで地域移行化しようかというような状況の中で、

どうなんかなという、そういう疑問がありましたのでちょっと伺ってみました。 

○谷口小中一貫教育課長 働き方改革についても、進めていかないといけない大きな課題の一つ

であるという認識をしております。土曜日授業等ということなので、これが１学期の終業式の後

数日そういう時間を取ったりというようなところで時間を確保しているというところもありま

す。勤務時間の中で終えられるような形の取組です。 

○中西委員 最初のところなんですけど、１ページ目、小学校国語というところでちょっと中段

から下のあたり、特定の活動において自由に参加できていない児童がいないかいま一度確認する

必要があると、最後の３行目です、全ての児童が活動に参加可能となるような課題の焦点化や活

動自体の高度化に努めていく必要があると、この授業に参加ができていない児童というのはどう

いうことを指すんでしょうか。 

○谷口小中一貫教育課長 例えばですが、先ほども目当ての話をさせていただきました。授業の

中でその目当てが子供たちにとって自分事になっているかどうかというところ、そういうところ

も一つポイントになるのかなと思っております。自分事として目当てを捉えて学習を進めていけ

るような、そういう改善を進めていきたいというところが趣旨になります。 

○西上委員長 そのほかございませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 暫時休憩とさせていただきます。 

              午前１１時５８分 休憩 

              午後 １時００分 再開 

○西上委員長 それでは、休憩前に引き続き委員会を再開いたします。 

 児童・生徒の問題行動等調査結果の概要について、小中一貫教育課より御報告願います。 

○谷口小中一貫教育課長 それでは、令和３年度児童・生徒の問題行動等調査の結果について概

要を報告させていただきます。 

 県による市町村ごとの結果公表は行っておりませんが、結果概要について口頭のみとなります

が報告をさせていただきます。 

 初めに、いじめについてですが、認知件数は令和２年度比で小学校で減少、中学校では昨年度

並みとなっております。いじめにつきましては、日頃よりいじめ防止の取組を積極的に行うとと

もに、積極的な認知を行っております。発生時には、ケースごとに報告を求め、市教委と学校が
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連絡を取り合いながら解消に至るまで丁寧に対応することを通しまして早期解決、早期解消、再

発防止に努めております。 

 いじめの解消率につきましては、小学校では低下しています。いじめが解消している状態の定

義が２つございまして、１つ目として被害者に対する心理的または物理的な影響を与える行為が

やんでいる状態が３か月を目安とした相当の期間継続していること、２つ目といたしましていじ

めに係る行為がやんでいるかどうかを判断する時点において被害児童・生徒がいじめの行為によ

り心身の苦痛を感じていないと認められることの２つの要件を満たすこととなっております。今

回の小学校における解消率の低下につきましては、解消していないケースが全て発生から調査を

行った時点では３か月以内のものでございました。いずれの状況につきましても、改善しておる

ということを確認しております。とは申しましても、引き続き当該児童の様子については見守っ

ていくこととしております。 

 小学校においても中学校においてもですが、積極的ないじめの認知に努め職員間の情報や対応

の共有、組織対応、保護者との協力等深刻化しない段階から着手をしており早期解決、再発防止

につなげるよう努めております。 

 次に、暴力行為についてですが、小・中ともに増加傾向にあります。こちらにつきましてもい

じめの事案と同様に、発生時から市教委と学校が連携して問題の解決を図るとともに、再発防止

のための対応についても行うこととしております。また、各校へは積極的生徒指導の視点を大切

にした教育活動を進めることについても取り組んでおるところです。 

 不登校についてです。 

 小・中ともに増加傾向です。家庭環境の要因であるとか人間関係の不安が多く、新規の不登校

の数も増加傾向でした。引き続き未然防止も含め組織的な対応を早期から開始し、特に新規の不

登校の発生を防いでまいりたいと考えております。 

○立川委員 ちょっと聞き漏らしたんですけど、いじめの件数のところで解消率が小学校も下が

っておるというのは、解消率が進んでないという解釈でよろしかったんでしょうか。 

○谷口小中一貫教育課長 調査の基準日がございまして、その時点がやんでいる状態から３か月

を超えていないと解消したとみなされません。その調査の基準日のときに３か月を経過していな

いというところで、数字のほうが上がっておりました。現在については、改善をしております。 

○立川委員 調査時点のタイムラグがあるよと、３か月というタイムをオーバーしたのでという

解釈で、今は改善しているということでよろしいんですね。 

 続きまして、不登校ですが、先ほど課長がおっしゃったように未然防止もやられるんでしょう

けど、多様化という一言で言ってしまえばそうなんでしょうけど、それに対応するのに今の教員

さん、それから職員さんで事足りると言うたら失礼な言い方ですけど、対応できるのか、それと

も外部の例えばＣＰさんであったり外部の有識者といいますか、そういったところの登用といい

ますか、協力を得てということは考えておられるんでしょうか。ちょっと併せてお尋ねをしとき
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ます。 

○谷口小中一貫教育課長 コロナ禍でもあります。学校の教職員によるより丁寧なみとりという

ところは重視しております。あわせて登校支援員の活用によって該当児童の登校を刺激したりで

すとか、それからその子供が抱える課題であるとか問題の中身によってはスクールカウンセラー

へつなげたり、それからスクールソーシャルワーカーとつながったりということでチームを組ん

で取組を進めておるところです。 

○立川委員 教員さんの働き方改革もあるんでしょうから、そこにばっかり押しつけないでそう

いった人の活用と言うたら語弊がありますけど、協力をしながら、これ原因分析はされておるん

でしょうね、不登校の大体。それはどうですか。どういうことが主な原因で不登校になっている

とか。 

○谷口小中一貫教育課長 まず、家庭面のことも一つ、家庭の押し出しというところ、子供を学

校にプッシュできるような環境にないような御家庭の問題でありますとか、それから子供同士の

人間関係の不安というところもございます。あと本市だけに関わらないとは思うんですが、全県

的に見てもコロナ禍でなかなか休むことに対する意識というのが以前に比べると低くなってきて

いるんではないかというような分析もございます。 

○立川委員 そういったところの分析をしっかり踏まえて対応いただけたらありがたいなと思い

ます。ぜひよろしくお願いします。 

○土器委員 不登校の関係なんですが、私もよく知らなくて聞いたら、やっぱり子供が人間関係

がつくれないから不登校になっとるというてお聞きしたんです。それで、そういうような学校で

すね、あって成功した学校はどんなんじゃろうかなと思って、その対策をして、どんなんでしょ

うかね。 

○谷口小中一貫教育課長 一つは例えばになりますが、学校でも人間関係のスキルを身につける

ような授業を行うですとか、それから早いうちにもうとにかく休み始めた早いうちに学校がチー

ムを組んで事に当たっているというところは成果が上がっているかと思います。 

○土器委員 今の説明だと思うんですけど、ただその学校へ来ない子、それ以前に学校に来ない

子がおるんじゃないかなと思うんですけどね。 

○谷口小中一貫教育課長 なかなか学校に来られないお子さんもおられます。とはいえ、学校と

のつながりが切れないように、家庭との連絡、それから子供本人とのやり取りというところを連

絡帳であるとか、それからお手紙であるとか、電話なども活用しながらつながりをとにかく切ら

ないということで進めておるところです。 

○奥道委員 ２点ほど、暴力行為についてなんですが、小・中ともに増加傾向というような状況

でしたけど、この全県的なことになるんだと思うので細かいことまではなかなかあれでしょうけ

ど、その暴力行為の大まかな種類ですね、対教師暴力なのか、それとも子供間のけんかなのか、

あるいはその他の暴力行為なのかというようなカテゴリー的なことができるかと思うんですけ
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ど、大体どういうことが多ゆうて、増加傾向ということです、大体総数的な数は分かっているよ

うでしたら教えていただければでいいですが、そんな細かいことまで分からん言われりゃ、それ

で結構ですけど。 

○谷口小中一貫教育課長 件数の数字を申し上げることができないこととなっております。差し

控えるようにということです。内容につきましては、また確認をさせていただけたらと思いま

す。 

○奥道委員 不登校のことなんですけど、ほかの事例というか、不登校も含めてなんですけど、

まず学校来てない場合は担任教師が必ずすぐその日のうちに保護者へ連絡を取ると思うんですけ

れど、そこらのとこら辺は間違いなく徹底されて進んでいるのか、それともその辺の教員という

か、学校側の対応はどうなのかなということで、もし分かればでいいですけども。 

○谷口小中一貫教育課長 これにつきましては、市だけでなく県で足並みをそろえていこうとい

うところで、県教委が岡山型長期欠席不登校対策スタンダードというものを設けて、もう休み始

めの３日目までをとにかく集中的に関わりを持っていきましょうというようなものがマニュアル

化されたものがありまして、それに基づいてこの取組がちゃんと徹底して行われるように今進め

ております。 

○奥道委員 すみません。ちょっと口幅ったいようなことを聞きますが、３日間はじゃ、親から

も連絡がない、子供も学校来んけど、もう欠席になった３日間のこの３日たたんと親へのアプロ

ーチはないということですか。 

○谷口小中一貫教育課長 説明不足で申し訳ありませんでした。１日目から本人の状況を確認す

るところから始めて、家庭訪問も含めて対応していくというようなことの取組について進めてい

ます。 

○奥道委員 ありがとうございました。安心しました。 

○青山委員 暴力、それから不登校の対応で、担任が暴力なんかだったら授業中に手を取られる

とかということがあったりもするんじゃないかと思うんですけど、そういうときに生徒生活指導

員というんですか、そういったような方も従事されていると思うんですけど、大体どのくらい従

事されていますかね、備前市内で。 

○谷口小中一貫教育課長 生徒指導という名前での支援員さんについては、中学校で２名配置を

しておりますが、やはり学校現場いつ何が起きるか分からないというところもございまして、支

援員さんにつきましては今年については小学校で２３名、それから中学校のほうで８名配置をさ

せていただいておりまして対応をしております。 

○青山委員 最初の２名というのは昨年度の実績でよろしいんですか。 

○谷口小中一貫教育課長 生徒指導の支援員さんについては昨年度の数字です。それから、先ほ

ど小学校２３名、中学校８名の支援員さんというのは生徒指導の支援員さんも含めまして支援員

さんの数字についてです。これについては今年度の数字になります。 
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○青山委員 こういう方がサポートしてくださっているということですけど、それで全部の学校

がそういう事例があれば、例えば横に流れて指導とか、常時おられてももう暴力とかそういった

のが収まったとかというふうなことで、その状況なんかを考えて突発的に出てきたようなところ

への移動した派遣というのはできるんですか。 

○谷口小中一貫教育課長 こういう事案が起きた場合は、組織的に誰かに任せるというのではな

くて教職員一丸となって事に当たりますので、１人で抱え込むことのないようにしておるところ

です。 

○青山委員 小学校２３名、中学校８名、もう全校配置と考えたらよろしいんですか。 

○谷口小中一貫教育課長 おっしゃるとおりです。 

○中西委員 １つは、この問題行動の調査の概要についてなんですけども、学校のいじめや暴力

あるいは不登校、学校の規模では優劣が出てくるもんなんでしょうか。 

○谷口小中一貫教育課長 学校の規模によってというところですが、やはりその年、その年の児

童・生徒の実態によるかと思います。 

○中西委員 クラス数、生徒数の多いところなのか、それとも小さな学校ではあんまり起こらな

いのか、そのあたりは概略どのようなことなんでしょう。 

○谷口小中一貫教育課長 一概に学校規模によってこうだというところは言えないかと思いま

す。 

○中西委員 ありがとうございます。 

 もう一つ、その問題行動の起こった生徒に対する対応というところでは多分記録は取っておら

れるんだと思うんですけども、そういう記録は細かく残しておられるんでしょうか。 

○谷口小中一貫教育課長 学校とも情報共有するときに、そういった記録を共有しております。 

○中西委員 そういう記録を基にケース検討だとか、あるいはそういうケーススタディーみたい

な、そういうものはされているんでしょうか。 

○谷口小中一貫教育課長 まず、その瞬時、瞬時で必要な助言については教育委員会も関わりな

がら行っております。あわせて学校でのケース会議にも、必要に応じて教育委員会からも出席を

させていただいて状況の把握に努めているようなケースもございます。 

 それから、ケーススタディーというところなんですが、なかなか類似事例のような形で研修を

行うようなことはあるかと思いますが、実際にあったことを基にというのはなかなかできており

ません。 

○中西委員 あとかつてはこの児童・生徒の問題行動については具体的に数字で県も公表し、委

員会にも数が出てきていたんですけども、これは数が出なくなったのは何か理由があるんでしょ

うか。 

○谷口小中一貫教育課長 数字の公表を控えるようになった経緯について、今の段階で私が把握

しておりません。 
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○草加委員 不登校で小・中学校増えているみたいなんですけれども、減った事例とかあります

かね、不登校解決した事例とか。 

○谷口小中一貫教育課長 市内の中で、今年度改善傾向にある学校もございます。 

○草加委員 改善した理由などありましたら教えてください。 

○谷口小中一貫教育課長 先ほどの御紹介させていただいたスタンダードの取組を徹底させるこ

と、それから併せて学校の中、それから関係機関との連携、このあたりの対応でうまく改善につ

ながったと聞いております。 

○中西委員 例えば小学校６年生での不登校は、そのまま中学１年に行きますよね。中学３年の

不登校の子、この子が卒業したとき、これはどのように地域の中でこの子たちがフォローされる

んでしょうか。 

○谷口小中一貫教育課長 追跡ができておりません。例えば片上高校なんかで、そういう中学校

時代に経験をされた生徒なんかが片上高校で生き生きと活動できている様子を見るとあっ、改善

されてきたんだなというようなところは思うことがあります。 

○中西委員 こういう言い方はあれですけども、中学を卒業した時点で学校からは離れるんで、

学校とすればほっとしたということになるんでしょうか。それとも備前市としては学校は学校で

問題だったけども、その後もきちんと青少年健全育成センターだとかというところでその子たち

はフォローされるということには仕組みにはならないものなんでしょうか。 

○谷口小中一貫教育課長 なかなか義務教育を離れてしまうと、あとこのフォローというところ

が難しいのが現状でございます。 

 ただ、学校の先生の話なんかを伺っていると、そういう子と久しぶりに会ったりして励まして

あげたりですとか、今の状況を把握したりとかというふうなことでつながりを持って力づけるよ

うな声かけをしているという話は時々聞いたりするところです。 

○中西委員 つまり義務教育で生きる力だとかいろいろ教育委員会でも標語だけはたくさんあり

ますけども、そういうものをやっぱり身につけさせる、基本的なところを身につけるということ

ができないまま地域に社会に送り出してしまうと、このことについては教育委員会の中ではあま

り議論がされてないんでしょうか。 

○石原教育振興部長 なかなか課題は多いところではないかという捉え方はしております。この

市役所庁内で部局を越えて、例えば社会福祉部門との連携でありますとか、もちろん高校進学な

ど活躍の場を新たなステージで求めていっていただくというところも非常に片上高校のお話もご

ざいました。保健課でも心の健康づくりでありますとか、そういった事業なども取り組んでいる

ように聞いております。決して他人事ではなく、今まさに中西委員から御提言いただいた部分に

ついてはこのステージ、ステージで行政が関わっていくところが部局は変わってくるからもう関

係ないという考え方ではなくて、その子供一人一人の育ちというのはもう連続して継続して続く

わけでありますので、今委員から御提示、御提案あったような取組についても、それが不十分で
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あるならば今後強化をしていかなければならないと捉えております。 

○丸山副委員長 先ほどの不登校での件で、高校には入学したんですが、コロナのこともあった

りでその学校行かなくなって、それがきっかけというわけではないんですが不登校になってきた

というのを耳にします。先ほど中西委員言われた部分でちょっと重複するところもあるんですけ

ど、その子供たちがどこか受け入れてもらえるような、その相談できるようなところというか、

あってほしいな、現実的にはその高校には入学はしているんですけども、なかなか行けてないと

いう現状なので、なかなか保健課という部分はまた違うのかなというので、もしその今言いかけ

ているのが回答があれば教えていただきたいんですけど。 

○石原教育振興部長 様々なケースがあろうかと思います。それが教育委員会であり、それから

保健福祉部であり、社会福祉の側面からということも含めて今そういうふうなケースに対応でき

る部局がたらい回しにするのではなく、その子供１人の育ちに応じて適切にアプローチをしてい

けれるような施策というものをきちんと備前市として対応していかなければならないと強く今感

じているところであります。そのステージによってケース、ケースで関わっていただける期間と

いうものがそれぞれあると私は認識をしておりますけれども、どこにその手を差し伸べて、どこ

に手を出していったらいいのでしょうかという声を上げられる方はまだ行政のほうに御相談があ

れば行政のほうでこういうふうにつないでいきますよということは十分取り組んでいると思って

おります。しかし、声を上げられない方、どこに相談をしていってということも分からないまま

でどう、その声を上げられないまま苦しんでいる方がいらっしゃるのであれば、それは非常にや

はりそこをどういうふうにアプローチしていくとか拾い上げていけるのか、地域の方ともいろい

ろそういうネットワークの中で取り残さないような考え方というものが、まだ私教育委員会も浅

いんですけれども、市全体の課題として取り組んでいかなければならないなと改めて思っている

ところです。 

○丸山副委員長 ありがとうございます。 

 ぜひともそういった受け入れていただけるところを、よろしくお願いします。 

○青山委員 関連してなんですけど、ひきこもりという問題が一面ではあります。先ほどの窓口

はどこになるんかというのを教えていただけたりお知らせをしてあげれば、まだ取りつく島があ

るんじゃないかと思うんですけど、いかがでしょうか。 

○石原教育振興部長 申し訳ございません。少し休憩をいただけたらと思います。 

○西上委員長 暫時休憩いたします。 

              午後１時３１分 休憩 

              午後１時３５分 再開 

○西上委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いたします。 

○横谷社会教育課長 お困りの方で相談したい窓口ということの御質問の件でございますが、中

西委員からもちらっと言葉で出た青少年育成センターに例えば学校を離れて家の方とか御本人と
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も困ったなというような事案がございましたら、育成センターに御相談いただいて、育成センタ

ーのほうが持ってるコネクション等、それからノウハウ等を通じて適切な機関につないでいくと

いうようなことができるかなとは思います。 

○土器委員 育成センターのことが出たんだけど、その今市役所の中へ入って相談しに行くのな

かなか行きにくいかと思うんですけど、中へ入ったから、だから機会があれば外ですね、気軽に

行けるようなほうがいいんじゃなかろうかなと思うんですね。今これも窓口、区長なんかで行く

ときにやっぱし前の市役所のときのほうが行きやすかったですわね。カウンターなんか、今やっ

ぱりちょっと行きにくいですね。だから、一応考えてみてください。 

○波多野社会教育部長 育成センターの話も出ましたが、私が知っているもっと身近な例で申し

上げますと、保健課の保健師さんに近所の方が相談を入れられまして実際に保健師さんが訪問に

来られていろいろ相談に乗ったり外に出るタイミングであるとか、そういった方向性で継続して

訪問するというようなこともあったかと思います。 

 ただ、その場合に非常に重要なのは、同居されている家の方がしっかりと現状を認識して市役

所に御相談いただくというのが大事かと思います。同居されている方がそのまま放置されると、

結局誰もどこにも訴え出ないというようなことも考えられますので、まず市役所、教育委員会、

保健課のほうに御心配な方、それから同居される方は御相談いただければ双方で対応したいと思

います。 

○西上委員長 ほかにございませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 補正予算について幼児教育課より御報告願います。 

○竹林幼児教育課長 幼児教育課から１１月今回の補正予算に計上させていただいております事

業２件について御報告させていただきます。 

 まず、保育園、認定こども園でのおむつの処理に伴うダストボックスの購入についてでござい

ます。 

 現在園で園児が使用しました紙おむつについては各御家庭へお持ち帰りの上、処理をいただい

ております。今後保護者の負担軽減、衛生環境面の改善など図ることから、令和５年４月からを

めどに園での処理を実施していきたいと考えております。このために必要なダストボックスの整

備費用を計上させていただいております。 

 次に、こども園等でのＡＬＴの配置事業についてでございます。 

 令和４年度から園における英語教育を推進しているところでございます。令和５年度につきま

しても引き続き実施していきたいということで、債務負担行為として必要経費を計上させていた

だいております。 

 なお、本年度は導入年度ということで市全体で３名の配置ということで実施をしております

が、来年度はさらに拡充をさせていただき各園１名の配置としていきたいと考えております。 
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○奥道委員 ２件目のＡＬＴの件ですけど、裏側に保育園、こども園におけるＡＬＴの状況につ

いて所管事務調査というところでもあるんですけど、ここでもまた同じことやるんですか。 

○竹林幼児教育課長 今回補正予算関係ということで、こちらのほうでは一応報告ということで

上げさせていただいております。 

○立川委員 ダストボックスの設置なんですが、大体数というのが分かるかな。人数によってと

思うんですけど、その全て対応できるんですか。例えば１人２枚までとか、そんな制限はないと

思いますけど、１０人おったら大体このぐらいかなということ１つなのか、２つなのか、その辺

の御配慮はいただいているんでしょうかということ。 

○竹林幼児教育課長 各園で規模等もございます。大体ゼロ歳児から２歳児あたりが対象になっ

てくるかと思います。大体平均して１日に四、五枚程度ということに聞いております。そうした

ことを計算しまして、各園規模ごとにちょっとダストボックスのサイズ等はございますけども、

一応１２台ということで予定はさせていただいております。 

○立川委員 １２台という答弁があったんですけど、全部カバーできるんですかね。 

○竹林幼児教育課長 先ほど申し上げました排出のおむつの量等を計算しまして、そちらが賄え

るサイズのダストボックスということで予定はさせていただいております。 

○立川委員 一応カバーできる数だということで１２台、やはりキャパを超えるケースがあるん

ですけど、想定されると思うんですけど、そういうときには柔軟な対応はされるんでしょうか、

されないんでしょうか。例えば予定していてもうそれがいっぱいになったんで、その日はいいと

しても今後ちょっとやっぱり補充欲しいなとかという希望があったら対応されるんでしょうか。 

○竹林幼児教育課長 おおむねカバーできることは考えておりますけれども、状況を見ながら対

応は考えていきたいと思います。 

○西上委員長 ほかにございませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 次の補正予算について社会教育課より御報告願います。 

○横谷社会教育課長 補正予算の報告でございます。 

 令和５年度以降に、体育施設の管理に関しての管理委託料の債務負担行為に係る補正予算要求

の追加提案です。 

 現在、備前市施設管理公社に指定管理に係る協定を締結しておるところですが、令和４年度

末、今年度末で協定更新時期を迎えます。令和５年１月頃に令和５年度からの指定管理業者候補

者を選定しておく必要がございますので、これを決めるためあらかじめ予算を担保しておく必要

があるということでこのたび追加提案させていただきますので、どうかよろしくお願いします。 

○西上委員長 このことについて質疑を希望される方の発言を許可いたします。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 新図書館整備基本計画のパブリックコメントについて図書館プロジェクト推進会議の御報告を
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願います。 

○高橋図書館事業推進室長 今年度備前市立の図書館整備の基本計画を新しい図書館をつくろう

会委員の皆様に御意見をいただきながら、事務局において今回案を取りまとめております。パブ

リックコメントの実施期間につきましては、来月の１月１日から３１日まで１か月御意見を伺う

期間としたいと思っております。閲覧場所につきましては、紙ベースは当方図書館プロジェクト

推進課、それから各総合支所、それから図書館、日生分館、吉永分館、それからデータベースと

いうことで市のホームページにも掲載をさせていただく予定でございます。委員の皆様におかれ

ましても、ぜひ御一読いただきまして御意見等ございましたら御意見をお寄せいただきたいと思

っております。 

○西上委員長 本件に対しまして質疑を希望される方の発言を許可いたします。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 以上をもちまして報告事項は終了させていただきます。 

 ここで教育長が御入室されますので、暫時休憩といたします。 

              午後１時４７分 休憩 

              午後２時００分 再開 

○西上委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いたします。 

○谷口小中一貫教育課長 先ほどの御質問の中で、暴力行為の対応で一番多いものはというふう

な御質問があったかと思います。それについてお答えしたいと思います。 

 小学校も中学校も、いずれも子供同士の暴力が一番多い傾向にありました。 

********************** 所管事務調査 *********************** 

○西上委員長 次に、所管事務調査を行います。 

 まずは、レジュメに沿って所管事務調査を行いますが、レジュメに記載されていない所管事務

調査についても後ほど御発言いただきたく存じ上げます。 

 それでは、教育から学育へのパラダイムシフトについて教育長より御説明願います。 

○松畑教育長 よろしくお願いいたします。 

 少し基本的な話をまとめてさせてもらおうと思って、レジュメをちょっと用意させてもらいま

した。結論は、教育、教師が教えて育てるという教育から子供が主体的に学んでいくことを育て

る、学びを育てる、教育から学育ということに基軸を変えていくという基本的な時代に差しかか

っているんだという認識を持って、私はこの１年半ほど教育長をずっと行ってきました。１０分

間程度で簡単に説明させてもらいますので、よろしくお願いします。 

 私の教育の原点は、学生時代の約６０年前になりますが、家庭教師で高校の普通科高校の１年

生、４０人中４０位の本当に英語ができない生徒でした。これをどうしたもんかと思って、その

当時の学生さんと考えまして、結論は教えないようにしようということでした。教えるというこ

とは、もちろん家庭教師ですから当然と言えば当然なんですけども、やはり学生の身分で不評価
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に終わってしまって最下位になっていくのをさらに輪をかけて教えても大体１年、２年後が見え

るようなことはやりたくないと思いまして、大切なことは子供が主体的に学ぶ意欲を持って学び

方が分かって平素私が教えに行ってなくても学んでくれるということ、すなわちそれは私は自己

教育力という形でまとめましたが、すなわち学力というものは結果であって目標ではないと思っ

ています。本当に子供が学ぶ意欲と学び方を持って学習が習慣化されていけば、結果的に学力は

上がっていくものであると、見事に私はそれを実証することができました。１年生のときに２か

月ぐらいたった大きな学力テストで、４０位の生徒が１５位ぐらいになりました。それから、１

年ぐらいたったらトップ集団になりました。３年後には、某有名国立大学にストレートで合格し

ました。最下位からの転換でありますが、そういうことを学生時代に経験してずっとそれから学

ぶことが大切なんであって教えることはある意味では手段であるといいますか、サポート役にで

きるだけ徹して、いかに学生が生徒が子供が主体的に学ぶかということが大切なんだということ

をずっと言い続け実践してきました。 

 備前市の教育長になって現場をずっと歩いてみますと、それまで私が２０年、３０年前まで非

常に授業研究を全国本当行ってない県がないくらい公開授業をしてやってきましたが、その頃と

比べて基本的にほとんど何も変わってないのはどうしてなんだろうかということをこの議会も昨

年政務報告などで紹介したことがございます。そういうようなことも基本的にあって、なぜ教育

というものは変わらないのか、社会はこんなに目まぐるしく２０年というたらもう一昔どころ

か、三昔ぐらい昔の話です。そういう時代に立って、今はどんな時代なんだろうという認識、時

代感覚をすっかり持たなきゃいけないと、時代認識を持つためには昔のような大量生産するとき

には確実性とか効率性とか１つの正解へ向かっての教師指導の一斉授業でよかった。しかし、現

在は多様な価値そのものが重要になってきている、そういう現代においては個性を重視して生徒

が主体的あるいは子供たち学び合って協働的に、そういう進め方が非常に重要になってきていま

す。すなわち教育観の変更が求められているわけです。しかし、現場はまだまだ昔なりの教師指

導型の一斉授業を強いるような、そういう授業になってしまっている傾向がまだまだ多くあると

いうことで、再三校長会その他で申し上げたところ、最近ここ１年近くの間には、例えば伊里中

学校で全ての授業１時間の授業のうち１０分間は生徒が主体的に活動する授業を連続して１０分

以上つくろうということで始めました。それがいいなということで、三石中学校も同じように進

めております。というふうにして、だんだん私の主張しておりますことが芽を吹き始めておりま

す。まだまだ始まったことですけども、そういう方向にだんだんなっております。非常にそうい

う子供が持っているすばらしい可能性をいかに教師が引き上げていくかということが大事なん

で、教えることじゃなしに引き出すこと、その持っているものは学生主体であると、本人である

と、そういう認識を持って進めるということです。 

 その学育を進めるに当たっては、３番目になりますが、非常にＩＣＴとかＡＩが発達してきま

して情報化社会に入っていますが、単なる地域技能の基礎学力をきっちり積んでから、それから
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応用的に何かやろうと思ってもなかなか基礎段階から崩れてしまいやすい、そういう段階的な物

の考え方でなくて、最初からもう基礎学力を生活とのつながりや自分の個人的な在り方やしたい

ことと結びつけながら最初から学んでいくということが大切なんだと、それは私はコア学習と言

わせてもらっているんですけども、コアとしてきちんと持っているものをいかに広げて育ててい

くかと、それといじめとか不登校の問題も先ほども議論もされておりましたが、これがどうも対

症療法に終わっていると、いかに対応するかという、そうではなくてもちろん対応、それも大切

ですけども、例えば不登校などもなぜ不登校などが起こってくるのかという、その原因そのもの

の追求なくして不登校対策の問題は解決するはずがないと強く私は思っております。 

 １１月２４日に、岡山県の都市教育長会議でも今日と同じような趣旨のアクティブラーニング

を進めるのには何が必要なのかというテーマで提案をしまして少し議論させてもらいました。ア

クティブラーニングというのは、生徒が自ら学びを進めることなんです。教師によってさせられ

る学びじゃなくて、生徒が自ら考え自ら学びを進め、やりたいからやれるという方向に、もちろ

ん基本的には子の立場そういう意欲を持っているわけですから、そういうものをいかに進めてい

って探求型の学習をしていくか、その中核を私はびぜん未来学と現在呼んで、その基本的なハー

トフル備前をみんなでつくるストーリーというもので、びぜん未来学というものを構想して今考

えているんです。そこに確かな学力というのも示しておりますように、単なる狭い意味のテスト

で図れるような学力はもちろんコアとして大切なものとしてあるにしろ、確かな学力というのは

本当にもうちょっと広いものです。自らが主体的に判断するとか、行動するとか、思考力とか、

学び方や学ぶ意欲やそういうもの全て含んだものが確かな学力、私たちは確かな学力を目指して

結果的にテストの結果もどんどん上げていくという方向を考えとる、それにおいては１つ大きな

具体例を申し上げたいと思います。 

 それは、大阪市に公立の小学校で大阪市立大空小学校というのを聞かれたことがあるでしょう

か。これは２００６年に新設された公立学校で、それ以来みんなでつくるみんなの学校というの

で２０１２年にはドキュメンタリー映画で大賞も取った非常に有名な学校です。普通の公立の小

学校です。そこでは、不登校ゼロ、校則ゼロ、教師の残業ゼロ、しかし全国学力テストトップク

ラスです。これが象徴的に表していると、私は思っているんです。もちろんいろいろな原因によ

って、不登校や学力問題やいろいろな問題行動を起こしている生徒がおったりします。しかし、

私たちは考えなきゃいけないのは大阪市市立の大空小学校が検証してくれているように、やっぱ

り学びを主体である子供たちから主体的に育てていく努力をみんなでする、みんなでというと学

校の教員や子供や保護者だけじゃなくて地域の人がみんな一緒になってです。そういうことを育

てるというんです。学校の門のところに、こういう文章が書いてあります。みんながつくるみん

なの学校、大空小学校は学校と地域が共に学び共に協力し合いながら地域に生きる子供を育てて

いる学校ですというこのメッセージが校門のところに書かれて、みんなで学校をつくっていき、

最初に先ほど申し上げましたように不登校ゼロ、しかし学力は全国トップクラスになっている
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と、そういう実践を見ることができます。 

 これを１つのモデルとして、私はたまたま今日の山陽新聞東備版に出ておりますように、三石

中学校で行っています英語教育重点地区、国際教育、英語教育重点地区の一つである三石中学校

で話をいたしましたら、校長がぜひモーニングイングリッシュというふうな形で取り上げようと

いうことで、昨日は山陽新聞社とテレビ局４社が来て非常に大きな反響で、これをさらに検証し

ながらほかの吉永地区も重点地区にしていますし、それから他の中学校区にも発展していきたい

と考えています。私は、最初にも言いましたように教育から学育へのパラダイムシフトをみんな

の頭を、まず教育行政に関わる我々、教師、それから大人であるみんながそろって、みんなでつ

くる教育のまち備前市をさらに努力して、少し先ほど申し上げましたように芽が出始めましたん

でこれをしっかり育てて学力も結果的に実が結んでいくような、あるいは不登校もゼロになって

いけるような、そういう教育のまち備前市を目指したいと思っています。 

 １０分程度ということで、はしょって早口になりましたが、以上で終わります。 

 何か御意見などありましたら、ぜひお聞かせいただければありがたいと思っております。どう

ぞよろしくお願いいたします。 

○西上委員長 教育から学育へのパラダイムシフトについてこれから調査を行います。 

 発言を希望される方の発言を許可いたします。ございませんか。 

○青山委員 実際に三石中学校が今朝の新聞にも出ておりましたけど、先ほども学力調査のこと

でいろいろ議論があったんですけど、教育長のお考えの学力、これはなかなか目に見えにくい部

分だと思うんですけど、単純に目に見えたからいいとか悪いとかという話にはならんのですけ

ど、何か我々あるいは保護者の方に確かに学力あるいは自己教育力がついているなというところ

をどのように示されるおつもりでしょうか。 

○松畑教育長 確かに見えにくいところがあるのは事実でございますが、やはり学力というのは

テスト学力だけじゃなくて学習意欲、例えば非常に昨日のもう実際に三石中学校に私が見学に１

時間半ほど行っておりましたが、子供たちが本当生き生きと学習に向かっている姿勢が意欲的で

あるし、それがどんどんどんどん学習習慣になってつながっていく、これはもう本当に学習意欲

と学び方が分かって学んでいるなというのは大体分かるんです。だから、教えております全体の

教室の雰囲気だとか、子供の姿とか、そういうもので分かります。アンケート調査やいろいろあ

ります。必ずや半年、１年かかる場合もありますけれども、結果につながっていくもんです。今

まで私もいろいろ見聞きし実際に体験をし本読んだりいろいろする中で、ほぼそういう学習意欲

と学び方がきちんとついているよというふうな学生はテスト学力もついてくると、不登校などに

も非常に好影響で少なくなっていく傾向になっていくと、目に見えるものはだんだん出てきま

す。そういうことに考えていますけども、いかがでしょうか。 

○青山委員 確かに教員、プロの目から見ると、この生徒は意欲的に取り組んでいるなというこ

とは分かると思うんですけど、生徒自身も何かそれによって自分が変わったなとかというふうな
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あかしと言うたらおかしいんですけど、そういったようなものというのはまたさらなる意欲につ

ながるんじゃないかなと思うんですけど、その辺で何か生徒自身あるいは保護者の方にこんなに

なったんだよというふうなところを知らしめるようなこと、ここの大空小学校ですか、そちらで

取り組んでいるようなことでもあればなんですけど、何か紹介していただけるのがありますか。 

○松畑教育長 幾つもあります。先ほどちょっと言いましたように、昨日も生徒がコメントを何

人も言っていましたが、本当に楽しく学びをすることができるような、自分が発音がうまくなっ

てきたのですごくうれしいとか、そういう幾つも発言や調査結果その他もたくさんありますけれ

ど、そういう形で実際に出てきます。普通見ていたら大体分かりますし、家庭の中でも家庭学習

が変わってきます。だから、そういう目に見えるものが少しずつ出てきますが、テスト結果のよ

うに数字できちんと出るようなものがなかなか出ないというところはありますけども、テストに

も反映していくと考えております。 

○青山委員 最後にしますけど、例えば今言われたようなコメント、学習が終わった後にそれぞ

れの生徒からの長々と記述は要らないと思うんですけど、アンケート形式でもコメントを集め

て、それがどのくらいポイントとしてたまったかとかということも何か工夫ができればなと思う

んですけど、その点もお考えいただきたいと思います。 

○松畑教育長 今までにもある程度アンケート調査その他も教育委員会としてもしていたりしま

すので、もう少しきちんとできるように御指摘のように努力して形が見えるような、できるだけ

形を少しずつ積み上げていくことが次の学習にも御指摘のようにつながってきますので、そうい

う努力は今後ともしたいと思います。 

○奥道委員 教育長のおっしゃるこの学育へのパラダイムシフト、その上での授業展開というこ

とになる、それをされて要は子供たちが自主的に前を向いて学習へ取り組んでいく、非常に理想

的な方向性だとは思います。 

 ただ、小・中それぞれに学習指導要領というのがあって、学校の現場の教員というのは自分で

勝手にある部分ではできるし、ある部分ではそれに縛られてやっているわけですね。その指導要

領と教育長との絡み合いといいますか、関係性といいますか、どちらが優先ということになれば

もうあちらなんですけど、教育長がどういうふうな関係性を持ってこれをされようとしているの

かなというのをお願いします。 

○松畑教育長 いろいろありますけども、私は学習指導要領あるいは教科書そのものを学ぶこと

から学習者中心に十分いけるというのは、例えば先ほども議論にありました目当てを例に挙げま

すと、普通は目当てというのは教師が決めて最初に授業で決めてこれをやるんですよということ

を確認させるということが中心なんです。そうじゃなくて、今日この時間何を中心にやりたい

か、やるべきかということを子供なりに考えさせるというのが先ほど課長からも話があったよう

に自分事としてものを考えていくということ、だから全てが教科書を学ぶにしてもすぐ先生が教

えてしまいやすいんですね。そうじゃなくて、一歩引いて子供たちにまず考えさせる、子供たち
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がやりたいこと、それをうまく、ですからアクティブラーニングというのは教科書や実際に学習

資料でやることにプラスアルファとしてやるという面もあるけど、それが中心じゃなくて実際に

やる学習内容そのものを学習者中心に変えていくという、これは幾らでもできるわけでありまし

て、それをどんどん進めていこうということであります。 

○立川委員 教育長が力入れて御説明いただきました。ありがとうございました。 

 直感で感じたことをちょっと１点だけ先に申し上げます。 

 どうやって現場に浸透するのかなという思いが、今しました。なかなか教育委員会さん、教育

長が思ってらっしゃることが皆さんガード固いですから、ハードルも高いと思いますし、今奥道

委員が言われたようにやっぱり現場とのコンセンサス、教育長の思いをしっかり伝えるのが先か

なという気がいたしました。その辺で現場の職員さん、教師の職員さん、現場の校長会であった

り、なかなか厳しいもんがあるのかなという思いですが、その辺のコンセンサスの方向性だけ教

えてください。 

○松畑教育長 大体教育行政あるいは教育関係者は頭が固い、保守的、なかなか変わろうとしな

いというのは、一般的にいつも言われることでありまして、私もそういうところがあるけれど、

これは先ほど聞いていたら奥道委員が言われた言い続けることですね。校長会で、私は何度も同

じことを言ってきました。先ほど言いましたように、もう２つの中学校で変わりつつあります。

変わっています、もう既に変わりつつあるというべきか、言い続けること、やり続けること、い

いと思ったらすぐは変わらないけれども、だんだん輪が広がっていく、それをもう１年半の間、

私は実感をしつつありますので、これはもう言い続けてやり続けて正しいと思うことをやっても

らうしかないと、教育庁部局内では、かなり私は幹部会などでいろいろな問題についてですけど

も、コンセンサス取るようにしてやっていますから、教育庁内も変わりつつあると思っています

し、１年、２年のうちにかなり変わると確信を持ってやっているつもりです。 

○立川委員 私も昨日校長から電話あって、見といてよということで、急遽呼び返されましてテ

レビもＯＨＫからＲＳＫから全部はしごで新聞も見させていただきました。近所の子のコメント

もございまして、まあまあ朝大変やなということでお話ししたんですけど、近所の子供も３人ほ

ど話を直接聞く機会があって、楽しいかと言うたら、うんと言う子とせいと言われとんじゃとい

う子といろいろありました。その辺の温度差をできたら先生おっしゃられるように言い続けても

結構ですし、なかなか現場はつわものですから、よろしくお願いします。 

 それと、プログラミング、アクティブラーニングだと、私らが議員になった頃から言われて、

それがなかなか浸透しないと、プログラミングも熱心な先生は関わっておられて自分でされて、

いろんな場面も見させてもらいましたけど、なかなか浸透してないなというのが現状で、それ以

上何を言おうかなと思うんですけど、そういったところでなかなかいいことをしてもすぐに壁に

ぶち当たりハードルが越えられないというのが常なんで、その辺だけちょっとぜひともお願いし

たいなと。 



- 42 - 

 大空のお話が出たんで、あそこは特徴的なもので、ふれあい課というのを設置されていて障害

を持っておられる方と一緒にされているというのが一つの売りだったと思いますし、１０年後の

生徒のコメントがあるんですよ、卒業生。やっぱりその点、すごくしていました。その辺の特徴

ある学校、やっぱり１つ特徴があれば生徒もそういった前向きな方向に行くと思いますので、何

か１つその今おっしゃっていましたように伊里学園に始まり小中一貫に行くんですけど、三石学

園であり、目に見えるような形がなかなか分からないもんですから、その辺ももやもやしたもん

もございますし、できればそういった特色ある学校をつくっていただけたらなという思いはあり

ますが、先生おっしゃるようなこの方向でどこか１つでいいです、やってくださいという思いで

す。 

○西上委員長 ほかにございませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 次の事務調査は小中一貫教育の進捗についてということで、新人議員もここへはたくさん３人

もいらっしゃいますので、小中一貫教育課からまずは御説明していただきたいと思います。 

○谷口小中一貫教育課長 それでは、概要のような形にはなりますが、お話をさせていただけた

らと思います。 

 小学校は６年間、それから中学校３年間という義務教育９年間というものがございます。私な

んかが子供の頃で言えば、小学校６年終わったらまた中学校３年間別の学校へ行くような何かそ

ういうイメージでおりました。言ってみたら、その間にギャップというものも生じてくるという

ようなことがございます。やはり環境が大きく変わりますと、その環境に対応できる子供もいれ

ばささいなこと、それから大きなことも含めてそのギャップによってなかなか中学校生活を思う

ように過ごせないというようなお子さんもおられます。備前市では小中一貫教育を進めようとい

うところでございますが、そもそもの目的でございます先ほど申しました小学校の６年間で１回

切れて中学校でまた真新しいというところ、確かにそういう面も必要ではございますが、この義

務教育９年間というものを通しまして系統的、継続的な学習指導でありますとか、それから生徒

指導、そういうものを考えて行っていくことで確かな学力であったり、健やかな体、豊かな心の

育成を図ってまいりたいと、そういうところが主な目的となっております。 

 小中一貫教育の形態といたしましては、本市の場合ですと隣接型というものと、それから分離

型という形で施設面ではあるのかなと思っております。いずれの形にいたしましても、先ほども

申し上げましたが地理的な問題はさておき、義務教育の９年間を見通した教育課程を考えてそれ

を行っていくことで、先ほど申し上げました目的に迫っていけたらというようなことを思うとこ

ろでございます。 

 それで、平成２９年に伊里が学園化されまして、小中一貫教育校としてスタートしておりま

す。それから、翌年の平成３０年に今度は三石の小学校と中学校が小中一貫教育校としてスター

トを切っております。今度、来年度令和５年４月１日から残りの３中学校区においても小中一貫
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教育校のスタートを今予定しておりまして、それに向けての準備が進んでおるところです。 

○西上委員長 こちらが一応議員間討議というようなことになっておりますので、午前中もやり

ましたけれども、活発な御意見を願いたいと思います。 

 この資料の右側にもＱ＆Ａ、クエスチョン・アンド・アンサーというところで一応この問題点

から、ここから課題を見つけるという格好にもなろうかと思いますけど、この解決策を考えると

いうようなことから考えられましていきたいと思いますので、皆さんいかがでしょうか。 

○立川委員 以前にも頂戴しとったんですけど、Ｑ＆Ａの２番目ですけど、差し当たってメリッ

トはどんなところですか。小・中学校の教員が共通理解の下ということで書かれて、よりきめ細

かな学習指導や生徒指導が実現するため子供たちの学力向上や不登校の解消などの効果が期待さ

れます。これ先ほど御報告ありましたことを踏まえて考えてみますと、不登校なんかは多少増え

ていますよ、学力もちょっと平均ぐらいですよという分析もございました。この辺の整合性は、

どう解釈したらよろしいんでしょうか。 

○谷口小中一貫教育課長 先ほど申し上げたところの学力調査、それから問題行動等の調査につ

きまして、まだ小中一貫教育校になる前の状況ではありますが、取組は各中学校区でも進めてお

るところです。その中で、以前と比べますと先生方が小学校、中学校問わず授業を見に行ってど

ういう形で子供たちと授業を考えて進めていけばよいかといったような授業の在り方を考えた

り、それから生徒指導や特別支援教育も含めたカリキュラムにつきましても９年間を見通したよ

うなことを考えて今取組を進めておるところです。メリットといいましたら、やはり６年間で終

わりとか中学校３年間だけで考えるとかということではなくて、９年間を通じて子供たちの発達

段階に応じた指導、より効果的な指導を考えて行っていくというところに大きなメリットがある

のではないかなと思っております。その成果が１つずつでも出ていけばということを願っておる

ところです。 

○立川委員 Ｑ＆ＡのＡをお聞きしたんですけど、一貫校の対象ではないかも分かりませんとい

う御返答だったと思います。残念ながら、この部分ではここに書いてあるとおりのことができた

のかなという思いでおります。だから、メリットというのは皆さんどうですかね。期待できると

思われますか。 

○青山委員 私も一貫教育ということに関しては大賛成ですというよりは、もともと教育という

のは継続性があって１人の子供が育っていく中でつながっていくということが大事なことだと思

うんです。そういう意味で学習指導要領もそうなっていますし、ただ１つ個々の生徒の現状を把

握して、それでそれに応じた対応をしていくということがいかにできるかということで、こうい

う一貫教育という名目の下に教員間のつながり、研修でありますとか、あるいは公私を越えた授

業を行っていくとか、そういうことによってより生徒理解が進むかなと、そういう体制ができた

のがこの伊里あるいは三石の一貫指導校かなと思うんですけど、その伊里とか三石の成果といい

ますか、総括というのがまだ十分示されてないんで、ここにあるようなＱ＆Ａの状況を見たりし
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ながら、このように進んでいるんかなという想像なんですけど、メリットとしては今述べました

ようにそれぞれ実際の交流があるというところで生徒理解を図って、それを一人一人の個々の生

徒につなげるということはメリットかなと思っています。 

 もう一つは、伊里と、それから三石というのはやっぱり小学校、中学校が１つずつであるとい

うこと、それから隣接しているということ、これはすごいメリットだったんかなと。今後進めら

れようとしている学校については小学校が多数あるとか、あるいは離れているとかというところ

でどういうそのデメリットの部分を埋めていくんかということは十分検討していただきたいなと

思います。 

○石原教育振興部長 今後の動きといたしましては、伊里、三石に続いての学園化ということ

で、具体で申しますと吉永であれば１小１中になります。日生中学校区では２つの小学校、備前

中学校であれば５つの小学校ということになります。１小１中であれば、それぞれの小学校、中

学校のＰＴＡの方であったり、それから評議員さんがそれぞれ学校にいらっしゃいますので、そ

ういった方を中心に学校長にもアドバイザーとして同席をしていただいて、この小中一貫教育を

推進していくということの重要性、なぜするのか、なぜなのかというところから小中一貫教育っ

て何ですかと、９年間のつながりということはどういうことになるんでしょうかと、そういった

素朴な質問も多分あろうかと思います。そういったところから丁寧に、こういうことをやってい

くんですということを説明に回っていきたいと考えております。当然備前中学校区は５つの小学

校ございますので、日生ももし日程等で一緒に説明していく機会、保護者や地元の方からの御意

見を聞く機会というのが１つで日程調整できれば、それはそれでいいかと思うんですけど、特に

備前中学校区については各小学校、それから中学校のほうに丁寧に説明に上がっていきたいと考

えております。そういう形で、教育委員会としてはどういう考えを持っているんですかというこ

とを丁寧に説明していく、実は全くゼロベースからのお話ではないということをまず強調してお

きたいと思います。 

 本日資料提示をしておりますのは、今年の８月２３日にも厚生文教委員会に提出させていただ

いた資料でございます。 

 その説明の一部の資料ということで繰り返しにはなりますが、平成３０年６月に当時統廃合の

課題に取り組むというような分岐になったと私どもは捉えておりますけれども、もともとこちら

に記載のある計画を見てみますと２９年の伊里学園、３０年の三石学園、３１年度には全校実施

という予定が組まれておりました。ところが、３０年６月に統廃合を考えるという分岐になった

旨、厚生文教委員会での報告を今年の８月２３日にもさせていただいております。もしかした

ら、あたかも統廃合を検討するがために小中一貫教育の取組がそこでもう止まってしまっている

んではないか、そういう受け止められ方をもしされている方がいらっしゃるのであれば、そうで

はありません。当時もこの平成３０年６月の文教委員会での報告を改めてひもときますと、この

伊里、三石学園での学園という形にはこだわらず小中一貫のせっかく伊里、三石で取り組んでい



- 45 - 

る内容をやはり市内全域にも浸透させていくべきではないかということも継続して今現在に至っ

ております。ですので、小・中学校の教員が共通理解の下で９年間を意識した取組というのは市

内全域では行っております。しかしながら、その意識がもうこの２７年当時から考えますと相当

時間も経過しております。平成３０年６月から数えますともう４年以上たっておりますので、こ

こで改めて備前市として小中一貫教育を声高らかに宣言をし、備前市として一生懸命取り組んで

いくんだという思いで市内全域を回っていきたいと思っております。 

○中西委員 教育委員会のいろいろスケジュールもあり、政権交代も含めていろいろ道筋が少し

違ってきているというのはあったかと思いますが、私は三石、伊里の取組について、あるいはそ

の他の中学校区の取組について委員会でも報告してもらいました。私が感じたのは、それぞれ中

学校区での小学校と中学校のいわゆる連携ですね、これは進んだと認識をしています。それは、

私はよかったと思います。その中で、この間私も学校を少し訪問させていただきながら、当時の

カリキュラムを担当された先生方ともお会いすることがたまたまありました。お伺いしています

と、やはりカリキュラムを９年間一緒にするのはなかなか難しかったというのが１点、もう一つ

はこの小学校の学級担任制と中学校の教科担任制、これを一緒にするのが難しいと、実際伊里の

小学校には伊里の中学校から英語の先生が行くと、そしたら伊里の中学校に英語の先生が足らな

くなるので臨時の先生が入る、こういう仕組みになるわけです。この２つの問題は、やっぱし今

も引こずっていると。 

 だから、私は今現在の連携型ということでは理解ができますけど、とりわけて備前市が取るの

は隣接型と分離型と課長さっきおっしゃられましたから、隣接型であれば伊里と三石、あとは分

離型になるんかなと思うんですが、先ほどの議員の意見の中でも伊里と三石の場合は近いですか

ら移動に時間がかからない、しかし備前中なんかの場合には移動にどうしても時間がかかる、こ

のデメリットはどうしても持ってしまいますから、そういう意味では連携型で私は十分、今やっ

てる連携型で一応いいんじゃないかと。一体型にした場合にはこれは校長は１人で済む、２人の

ところが校長１人で済むという単純なことには多分ならないだろうと。恐らく副校長ぐらい置か

ないと管理ができなくなってくる。今のところ備前市は一体型は考えてないということですか

ら、隣接型、分離型ではそういう問題があるだろうと。 

 先ほど立川委員が質問されましたけども、このＱ＆Ａのところで２番目のＡでは子供たちの学

力向上や不登校の解消などの効果が期待できます、つまり不登校が減ったのかどうなのかという

ところですよね。多分減ってないというのが、今日の午前中の話なんだろうと思います。書いて

あるＱ＆Ａでいくと、とりわけて小中一貫校なんかしなくたって別に今のままでいいんじゃない

かと私は思います。このＱ＆Ａで全部読んでみまして、何ら別にというところで感じています。 

 もう一つ私が教えていただきたいのは、このリーフレットの２枚目の備前市小中一貫教育の目

的という中で、２つ目の文章の中１ギャップなど、ここが問題ですが、私はもうこの問題につい

て言うつもりはありませんが、この次の学校種の違いから生じる子供たちの不安や負担を軽減
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し、この学校種というのはどういうことを指すんでしょうか。教育長の政務報告の中でも、この

学校種という言葉が使われておられましたんで、一度これはお伺いをしてみたいなと思っていま

したので、お願いしたいと思います。 

○松畑教育長 結論からいいますと、小学校とか中学校という違いです。学校種というのは普通

そういう意味で使われておると思います。 

○中西委員 読んでみますと、小学校と中学校の違いから生じる子供たちの不安や負担、どうい

うことを例えば言うんでしょうか。 

○松畑教育長 一般論ですが、学校文化とか学習文化、もう本当に自由にかなりいい意味でも悪

い意味でも活動している小学校から中学校行ったら、もう学科ごとにきちんと割り振られてきち

んと黙って静かに勉強するという学校文化に変わっていくわけですね。学校種によっても、もち

ろん地域差やいろいろありますけれど、そういうことが違いを生むということをここでは言って

いるわけです。御指摘のように担任制についても学級担任、教科担任、今英語だけじゃなくて理

科など、文科省も教科担任を進めていますので全国的にも一貫教育学校は増えていますので、そ

ういうことはやはりメリットは大きいと考えられるということです。 

○中西委員 どちらにしても、教員がそんなにたくさんいないと、私は備前市の学校回ってみま

しても思うんです。支援員とか、あるいはパートの先生方、それで補われているような学校形態

ですから、ここに学級担任あるいは教科担任が入ってくると私は今のままならできますけども、

これをもっと進めていくとなると教員不足が生じてくるんじゃないかと思います。 

 もう一つは、先ほどの松畑教育長からこの教育から学育へのパラダイムシフトというのをお伺

いすると、子供たちが自ら学ぶというようなことを行っていくんであれば、こういった中１ギャ

ップと言われるような、あるいは学校種の違いからというのはおのずとなくなっていく可能性が

あるんじゃないかなとお伺いをさせていただきました。 

 教員の数、不足の問題を学校教育課長にお伺いをしてみたいと思います。 

○谷口小中一貫教育課長 中学校から小学校へ先生が乗り入れ授業をするというようなケース

も、これから人事面でも考えていける部分については進めていきたいなとは思っております。逆

に小学校の先生が中学校で卒業した子供たちがどのように成長しているかというところ、そうい

う授業参観なんかも今もしておりますが、そういったところの強化も取り組んでいきたいなとは

思っております。 

 それから、小学校では学級担任がほとんどの教科を教える、中学校では教科担当の先生がそれ

ぞれの教科を教えるというところが大きな違いになります。今、小学校で一部教科担任制を進め

ておるところです。中学校でいきなり教科ごとに先生が変わるというところを円滑に少しつなぎ

でいけたらなというところで、一昔前は全部の教科をほとんどもう担任の先生が授業をしており

ましたが、そこが違う先生も入りながら例えば理科はＡ先生、家庭科はＢ先生、音楽はＣ先生と

いったような形で一部の教科で教科担任制も進めて、少しそのあたりの円滑な接続を図っておる
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ところです。そういうところも含めて、考えていけたらと思っております。 

○中西委員 課長のおっしゃられたことは、私はよく分かります。現在そういう形で、地域連携

という形でやってきた。しかし、これ以上進めていくとなると、その教科担任の先生、それも常

勤の先生を持たなければなかなかしんどくなってくる。中学校の教科担任でも結構臨時の先生方

がおられて対応しているというところがありますので、この教員のところの配置をどうするんか

というのがネックになってくるんじゃないかと思います。どう手当てをされるのかなと。 

○谷口小中一貫教育課長 御心配いただいている問題というのは、確かにございます。なかなか

例えば全部の教科について中学校の先生が小学校へ授業に来られるということは、現実問題難し

いことであると思っております。ですので、先ほど申し上げた小学校の先生ではあるんですが、

教科ごとに担当する先生が変わって受け持つと、そういう授業を子供たちは受けて中学校に上が

ることで少し緩和ができるのではないかというところを思っております。 

○中西委員 最後にお伺いをしておきたいんですが、分離型と隣接型、隣接型は三石と伊里にな

るのかなと思うんですけど、ほかのところについては全て分離型になるんでしょうか。 

○石原教育振興部長 現状の配置を見ていただければおのずと分離型、離れていれば分離型とい

うことにはなろうかと思います。あくまでこれは形態でありますので、今の現状で考えれば分離

型と隣接型とタイプが分けられるであろうと捉えてもらえたらと思います。今後につきまして

は、県内でも義務教育学校という完全に９年間、９年生での義務教育学校というのも開校を控え

ている自治体の話も伺っておりますので、将来的にはそういったことも機運が醸成されてくると

ころもあるのかなとは捉えております。 

○中西委員 一般質問の中で市長が御答弁されましたけども、備前中の中に伊部の小学校が入

る、これはそういうことを想定しておられるんでしょうか。あるいは香登のこども園なんかも香

登の小学校の中へ入るとか、そういうのも御検討しておられるんでしょうか。 

○石原教育振興部長 先ほどの２つの点につきましては、お話のとおり一般質問でも市長が言及

されているところでございます。それぞれこれから様々な検討を行っていかなければならないと

いうところは共通しているかと思いますけれども、伊部については伊部での過去の経緯もあると

いうところを踏まえております。それから、香登のお話につきましても長年の懸案であるという

ところもあろうかと思いますので、これからの検討を行っていくというところで地域の方にもい

ろいろなお話、御意見等を伺っていかなければならないと思っております。 

○中西委員 それは例えばその２つの点については、教育委員会会議の中では御報告がされてお

られるところでしょうか。 

○石原教育振興部長 小中一貫教育を推進していく上で、いろいろな可能性を踏まえた上での協

議、議論というものは継続して行ってきているところでございます。 

○中西委員 私はその２つの点について、教育委員会会議の中に報告されているのかどうなのか

を聞いているんです。 



- 48 - 

○石原教育振興部長 今回の２つの件も含まれております。 

○奥道委員 私は小中一貫教育というのは、いろんな意味でメリットは大きいと思いますよ。こ

こにある２つ目のメリット、小・中学校の教員が共通理解の下で子供たちに対して接することは

できると、実はこれ今岡山県内でも中高一貫校という形の中学校と高校が同じというものがだん

だんだんだん増えてきています。あちらの場合は中学校の教員も高校の教員も同じようにどうい

うんですか、子供たちに６年間接することができると、だから中１のときに入ってきた子たちが

高校３年生卒業するときにこんなに大きくなって、そしてその間にどんな出来事があったかとい

うことをみんな分かって子供に接することができ、そして最終的には卒業前に進路を確保すると

きにも全員で関わることができるという大きなメリットがあるというのはよく分かります。その

意味で、本来言えば一体型が一番ベストなんだろうとは思います。 

 ただ、小・中学校を一緒にするって、小学校１年生と中学３年生が同じ校舎の中で走り回って

いる姿というのはちょっと難しい部分もあるんじゃないかなと。反面、上級生にとって下級生と

いうのが、言わば上級生の生徒にとっては非常に情操の部分で役に立つといいますか、メリット

があるというか、それは思います。反面、逆に言うと、その小学校１年生と中学３年生が同じ運

動会をやるのはちょっとこれは体力的にというふうな、いろんな意味合いでのデメリットもあり

ます。小中一貫自体は生徒の発達段階的なことから見てもいい、メリットは大きいんじゃないか

なと、ただやり方はちょっと考えていかなければいけないことは多いだろうなとは思います。 

 この取組事例の中の４番目に小学校での中学教員による授業とあります。小学校で中学校の教

員が授業すると、また中学校で小・中学校の教員がチームティーチングやると書いてあります

が、教員免許は大丈夫なんですか。 

○谷口小中一貫教育課長 例えば中学校の理科の先生が小学校で理科を教えるというのは、免許

状問題ないです。ただ、中学校の理科の免許を持った先生が小学校のほかの教科、理科以外の教

科というところ、国語を教えるとかということは不可能となっております。主で授業をするとい

うことは、免許状の問題が出てくるということになります。 

 １人で持ってない教科の授業をするというのは、小学校ではできないということです。 

○奥道委員 中学の先生が例えば今理科の教員免許持っています、この先生が小学校で理科の授

業展開することについては問題ないということですか。通常なければ臨時免許という手段もある

んですけど、校種が違うけど大丈夫なんかなという素朴な疑問がありまして、というんが高等学

校の場合は中学校の免許がないと中高一貫では授業できないんですよ。だから、どうなんかなと

いう、そういう単純な疑問です。ありがとうございました。 

○立川委員 先ほど来お話がよく出ているんですが、市長の答弁で伊部も移しますよ、香登の保

育園も移しますよとアナウンスされたことなんですよね、市民に。ということになれば、保護者

や地域はどのように関わればいいのでしょうかというところになってくると。さっき部長はゼロ

ベースですとおっしゃいましたけど、もう決まったかのようなマイナスベースからの地域とのス
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タンスですよね。という解釈ができるんですけど、その辺皆さんどうですかね。地域とのお話の

中から、例えば伊部小学校向こう移してくださいとかというふうなお話が出ているのか、地域の

中で小中一貫校やりますということでコンセンサスが取れているのか、その辺が非常に疑問が残

るわけで、例で申し上げますとさっき出ましたように三石の場合ですと統合が先で、統合で不信

感いっぱいな対応をされて小中一貫、僕も行きましたけどやぐら組んで太鼓たたいてやりましょ

う、伊里はジェット風船飛ばして小中一貫やりましょう、結果はどうですか。僕お聞きしたよう

に、伊里小から伊里中へ行く子供さんたち、多様化ですからいろんなことがあるんでしょうけ

ど、違う学校へ行く、一番多いのが伊里と三石ですね。どっちも小中一貫でおっしゃっていまし

たね、今きめ細かなどうやらこうやらとか、９年間一貫でとおっしゃって開校した学園の小学生

が中学生に上がらないでよそへ行くんですね。あした僕お受験なんやという声を３人も４人も聞

きました。三石の少ない住人のところで、３人も４人もです。これって、どうなんでしょうねと

いうところを非常に疑問に思うんですけど。何が言いたいかと言ったら、皆さんも考えてほしい

んですけど、大人の都合で子供たちをないがしろにしてないかな、本当に子供たちがどういう学

校を欲しているのか、そこが原点じゃないかなという気がするんですけど。一生懸命旗振ってお

られるんですけど、当の子供たちはそんなところ行くかいなという感じが多いのは今おっしゃっ

た小中一貫で進んでいますというところの子供が多いんですよね、残念なことに。非常に残念な

んですけど、いろいろありますよ、理由は。部活がないからこっち行くんやとか、そんなことも

いろいろ加味して見てみると大体１学年２００人のうち、パーセンテージ言うてしまいますけ

ど、大体１０％を超えるぐらい、２０人以上がいなくなるんですよ。その割合が、小中一貫で進

んでいるところの生徒の割合が多いような気がします。何か問題がないかなと、皆さん一緒にお

考えいただきたいんですけど、子供たちを置き去りにされてないかなというところですね。義務

教育学校でもいいじゃないですか、９年生でも。さっきおっしゃいましたけど、この近所の出身

の方で大阪のほうで小中一貫義務学校やっておられるの見に行かせていただきましたけど、奥道

委員がおっしゃったように１年生から９年生までいらっしゃって一緒に走り回っています。運動

会というたら縦割りですね。だから、１年生は１年生同士の競技、中１は中１同士の競技という

ふうなことで、それをチームでやってらっしゃいました。給食も一緒に食べさせてもらいました

けど、これもう整然として生き生きと食べておられました。ということで、子供たちを中心に考

えていただきたいなと私は思うんですけど、皆さんどうですかね。現実は、そういう現実が目の

前に突きつけられているわけですよね。 

○土器委員 一般質問でも私が十分言えなかったかもしれないんですけど、伊部の場合、豊後高

田市へ２７年８月に行きました。当然民生委員の方、児童民生委員の方もおったことなんです

ね。この視察をして、帰ってから視察報告をして、やはり小中一貫校をしたほうがええだろうと

いうことで話がまとまり２８年に各地区が町内会へ入って了解を取ったということです。それ

で、今子供中心に言われるんだけど、子供が考えるわけではなく大人が子供のことを考えるわけ
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じゃから、そうじゃないかと。地域と教育委員会と相談しながら、これがええという形だと思う

んです。子供のことを中心に考えるのは大人だと思うんです。 

子供中心も、大人が考えるわけじゃ。子供が考えれるわけないんじゃから、分からんわけだ

から。 

だから、大人がこうしたほうがええ、ああしたほうがええと考えて、そういう方向に持って

いきょうるわけじゃからと思うんですよ。 

○立川委員 私、子供たちにつくれと言ったんじゃないです。子供中心に大人が考えられたらど

うですか、大人の都合で割り振るするよりもというお話です。子供学校をつくれと言っているわ

けではありませんので、子供を中心に考えて大人の都合を中心で考えないでという、そういう意

味です。 

だから、もう皆様方の御意見で、そういうほうが現実見てみたらいいんじゃないかなという

気がしますので、どうぞ御意見のほう。 

○青山委員 先ほど立川委員から今現在伊里中、それから三石中の小中一貫、そこから転校なり

する生徒が多いと、一つやっぱり考えられるのは人間関係の問題があると思うんですね。特に三

石はもうずっと１年生から中３まで、幼稚園からですか、もう同じ人間関係でいっている、そう

いうところでこじれると、なかなかクラス替えもできないし、もうずっといってしまう、そのと

きにきっかけがつくれるのが小学校から中学校へ上がるときじゃないかなと思うんですけど、伊

里中の場合にはまたそこに部活動の問題なんかもあるようですけど、伊里中も今クラス数、学

年、クラス数が１クラスと問題になって、その辺のところを小中一貫にして不登校の解消の効果

が期待できるという、単純には言えないんじゃないかな、そこへどうやって手を入れるかという

ふうなところでやっていかないと今の問題というのは難しいかなと思います。 

 ただ、一貫した１人の生徒を見ていくというふうな、そういうところのメリットというのは最

大限生かせるんじゃないかなと思います。 

○中西委員 その話は、なかなか私もショッキングだなと思います。その小学校から中学校、三

石、伊里の中からストレートに上がっていかない、そのことについては小中一貫教育課はどのよ

うに認識をしておられるんでしょう。 

○谷口小中一貫教育課長 今の伊里学園、三石学園にかかわらず、進学のときの問題というもの

はあるかと思っております。そういった面で、小中一貫教育を考える中で小学生同士の関わりも

もちろんなんですけど、小集団ということであればそこを中学生も交えて小・中学生が交流する

ような機会というようなものも通じながら人間関係、それからコミュニケーション力の向上とい

うものが図れたらいいなと思っております。 

○中西委員 私がお伺いしたいのは、その小学生が中学校に行かないと、ほかのところへ行くと

いう、これは何か理由がある、あるいはそういうことに対して状況をどのように把握しておられ

るのかというところなんですけど。 
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○谷口小中一貫教育課長 これはどの小学校、中学校にも起こり得る問題だと思っております。 

○中西委員 今までの中で話が出たのは、三石と伊里が多いと、つまり一貫教育を地域で積極的

に進めてきたところの小学校、中学校がそういう生徒が小学校から中学校に行かない、ほかのと

ころへ行っちゃうという話が出ていたと思うんですよ。そのことについてどう思われるのか、理

由は何か把握をしておられるんかどうか。 

○谷口小中一貫教育課長 必ずしもその２つの中学校区の子供だけではないと思っております。

やっぱりその年、その年で傾向が変わっているところがあると思います。 

○中西委員 主には、どういうことがやっぱり問題になるんでしょう。青山委員が言われたよう

な人間関係あるいは部活動ができないと、そういうところが問題になるわけですか。 

○谷口小中一貫教育課長 県立中、それから私立中学校への進学となりますと備前市外というこ

とになります。そういう県立中学校、私立中学校の進学を希望する子供、それから部活動のこ

と、それから教育上の配慮が必要な子といったようなあたりが主になるかなと思います。 

○中西委員 つまり小中一貫を進めてきたところとそうでないところとの差はないということで

すか。 

○谷口小中一貫教育課長 その年、その年の子供たちの実態によって変わってくると思っており

ます。 

○中西委員 そこのところの実態は、私も今の答弁では分かりませんので、研究させていただき

たいと思います。 

○奥道委員 実際に伊里、三石が始まって何年かたって、もう一つの結果が出始めている状況で

すよね、今。なんで、そこからここのリーフレットとすり合わせができればいいわけで、本当に

このリーフレットにあるメリットがこの伊里、三石でできているかということを何らかの形でお

示しいただければいいんじゃないですかね。 

 私は、小中一貫は子供たちの発達や情操の面から考えればすばらしいことだと思うてはおりま

す。ただ、やり方、制度、例えば片上小学校は片上小学校のままなんですけど、備前中へ今度行

くわけですよね。ほんなら、今までと何ら変わりがないわけじゃないですか。三石小学校の子が

三石中学校へ行く、これも変わりないわけだけど、９年間でやるんじゃということになりゃ、そ

れは分かります。ということは、片上小学校には備前中の先生が時々来てくれるということなん

じゃなと理解しているんですけど、例えば香登小学校では西鶴山小学校ではその具体的なそのと

ころ、伊部はもうそりゃ近いからいいですけどね。遠いところのこの分離型の場合、そこのとこ

ろのそのやり方はどうするかという大きな壁があるような気が私はします。ただし、この９年間

というのは、これはいいことだとは思っています。 

○中西委員 今奥道委員の言われたことについては、かつての委員会の中でどのようになってい

るんか、連携どうなっているんかというのは教育委員会の中から報告を受けて、それぞれのとこ

ろに合った形でのその年度の段階での取組というのは説明を受けて、それはそれでそれなりの取
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組だったというふうに私は記憶していますし、サイドブックスの中にも資料が出ています。だか

ら、私はそれで連携で十分できているんじゃないかと、それにプラスしてもう少し何かできるこ

とがあるかとは思いますけど、とりわけて伊部の小学校はまた備前中へ持っていってほかの学校

はまたそのままで、いや、どうするんかなというようなところまでなると、私もこう考えてしま

うんでというところです。 

○立川委員 いろんなお話をさせていただきましたけど、私も極論を言いますと反対ではないん

ですね。だから、特色のある学校がいいなと思います。義務教育学校であったり、それも選択肢

の一つとしてお願いしたいなと、一番お願いしたいのは、じゃあ今後どういう予定を組まれるの

か、例えば今お話に出ましたように伊部の小学校は備前中へ行くんやと。西鶴、東鶴、そういう

ところはどうするのか、具体的にどうなるのか、伊部小学校だけ行く、いつまで、ほかの小学校

はどういう対応を今後してくるのか、そのタイムラインが出てこないで伊部だけ行くんですわと

いうのはちょっとこの４番目の地域の魅力、横のつながり、大変複雑なもんがあろうかと思いま

すので、そういうスケジュールだけしっかりとお示しをいただいて御理解得られるように進めて

いただきたいなと思います。お願いしときます。 

○西上委員長 もう皆さん出尽くしましたか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 ということで、本件における委員各位のお考えは以上のようでございます。 

 執行部におかれましては、先ほどのやり取りを今後の業務に参考にしていただければと思いま

すので、よろしくお願いしたいと思います。 

 休憩ということで、暫時休憩させていただきたいと思います。 

              午後３時２４分 休憩 

              午後３時３８分 再開 

○中西委員 所管事務調査で私のほうからお願いをしてありました幾つかの点について、時間の

関係で今委員会での取下げをしたいと思います。それはまた、１月の委員会でお願いをしたい

と。言いますと、不適切な保育、保育園、こども園におけるＡＬＴ、イングリッシュキャンプ、

教育庁全体での光熱水費、学校行事、学校園における学級閉鎖の状況について、学校給食共同調

理場について、これは今回取下げします。 

○立川委員 今御報告のあった案件については、閉会中の委員会審査ということで理解してよろ

しいんでしょうか。 

○西上委員長 そうですね。１月中の閉会時の審査ということでよろしいですね。 

○立川委員 例えば予備日使うとか、そういうことではないんですね。１月中。 

○西上委員長 予備日ではなくて、１月の閉会中ということでよろしいですか。中西委員はそう

言われておりますので、皆様それで御承知いただいてよろしいでしょうか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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 上から不適切な保育、送迎バスの備前市の状況について、保育園、こども園におけるＡＬＴの

状況について、イングリッシュキャンプの実施状況について、教育庁全体での光熱水費につい

て、学校行事の実施状況について、学校園における学級閉鎖の状況について、それから学校給食

共同調理場について、以上で間違いないでしょうか。 

○中西委員 今日の委員会、ここまで押し迫ってくるとは思ってもみませんでしたので、これか

らやっても５時頃までかかりますので、来年１月ということにしたいと思います。 

 ただ、教育委員会におかれましては、これまでも定例の毎月の委員会があるわけなんで、丁寧

に報告をやっぱりしていただきたいと、これまでもお願いをしても報告事項ありませんというふ

うなことで終わってますんで、お願いをしておきたいと思います。 

○石原教育振興部長 しっかりと報告してまいりたいと思います。 

○西上委員長 それでは、所管事務調査を行います。 

 さっきの中学校の進路指導についてということで調査をさせていただきたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

○立川委員 中学校の進路指導ということで、今回開催の初日に備前緑陽高校のサポートという

ことでありましたので、今させていただきたいと思います。 

 中学校の進路指導について就職や進学の指導のタイムラインといいますか、タイムスケジュー

ルが教育委員会として示されているタイムスケジュール、つかんでおられるタイムスケジュール

というのはどう理解したらよろしいでしょうか。 

○谷口小中一貫教育課長 進路指導のあたりを中心にお話をさせてください。 

 １１月に入りましたら生徒、保護者、それから担任のほうで進路先決定に向けて面談を行って

いくようになります。１２月の初めに進路希望の調査がございまして、第１次調査がございま

す。それが昨日の報道にも出ておりました。結果は、大体中旬ぐらいに報道発表ということにな

っております。年が変わりまして、１月中旬ぐらいになりますと第２回の進路希望調査がありま

す。この２次調査につきまして１月中旬ぐらいに行われて、その後また報道発表というふうな流

れになります。あわせて、同じぐらいの時期に私立の１期の出願がございます。私立の１期の入

試が１月の終わり頃、合格発表が２月になってすぐぐらいに行われるという流れです。それか

ら、県立の特別入試の出願につきまして１月の下旬、それの入試が２月の中旬、今年度でいきま

すと２月の八、九のあたり、大体そのぐらいの時期になります。発表がその大体１０日後ぐら

い、同じく２月中旬頃に私立の２期の入試の出願、２月の下旬に入試、すぐその後発表という形

になります。それから、県立の出願が２月の中旬、同じ頃になりまして、一般入試が３月の今年

度でしたら３月八、九のあたり、一般入試の合格発表が約１週間後ぐらいです。片上高校のよう

な定時制につきましては３月の中旬ぐらいに出願して、下旬に試験と合格発表という形になりま

す。それから、１次調査なんですが、学校での締切りとなりますと１１月の終わりぐらいが大体

学校での締切りになるのかなと思っております。 



- 54 - 

○立川委員 なかなかタイトなスケジュールが続きますね。進路指導が１１月の終わりぐらいか

ら始まるのかなということで理解をしました。１２月には１次調査ということで、今朝の新聞に

も県立高校の予測といいますか、出願見込みが出ておりまして、大変残念なことに応援してる備

前緑陽さん、答弁でも１６０以上ですというのを聞いていて楽しみにして新聞見たんですけど、

１と６は合うてましたけど、間にゼロがありましてちょっとつらいかなという思いで見させてい

ただきました。 

 ですから、もう初日にああいった形でしましたけど、果たしてこれよかったのかなという思い

でお尋ねしますが、学校現場、いわゆる生徒指導している本当の現場です、４中学校ですかね、

これ１次調査というのはほぼこれで決まるんでしょうか。１２月の１次調査で、ほぼもう固まり

ですか。大きく振れるようなことはないんでしょうか。 

○谷口小中一貫教育課長 まだ多少数は変わってくると思っております。例年も同じ数というわ

けではなく、やっぱり幾らかは変わってきております。 

○立川委員 大きく変わってくれることを望みつつ、こういった時期での進路指導の変更という

のは多々あるもんなんですか。ほぼ秋口には決まったということで、うちも孫がおりますので、

ちょうど高３ですので、聞いてみたんですけど、もう春から決まっとるわというてぺろっと言わ

れまして、それからその辺の指導のタイムライン、今後のスケジュールだと思うんですけど、ど

の程度さっきおっしゃいました生徒、保護者、担任、３者の面談からされるという説明があった

んですけど、学校側のいわゆる学校の指導ですよね、ある程度今でも僕らのときそうやったんで

すけど、例えばＡ高校受けたいんや、Ａという高校ね、やめとかんかいと、おまえの学力では無

理やで、Ｂにせんかいと言われたらもうそこがほぼ決まって出願したように覚えていますし、私

らの場合は僕向こうのほうですから選択肢がなくてＷへ行けと言われたらおしまいでしたけど、

そういったその指導の振り分けというのは、今でも現場ではされるんでしょうか。 

○谷口小中一貫教育課長 ２次の調査までには、まだ悩む時間があるのかなとは思っておりま

す。その中で、必要に応じて学校も指導に入っているというところが現状だと思います。 

○立川委員 まだ選択の余地はあるんでしょうけど、大きく学校のほうから大体君はこの程度

よ、この程度じゃないですね、偏差値という言葉出せばいいんでしょうけど、うん、ここへ行き

たいんやけどというふうなところはちょっと無理よ、じゃここよということで、ほぼ決めておら

れるんでしょうか。それが２次で、いや、どうしても受けたいんやとか言えばまた別なんでしょ

うけど、その辺非常にデリケートなところだと思うんですけど、学校側はそういった指導はされ

るんでしょうか。昔みたいに、ここは安心というて、そういう指導はされているんでしょうか。 

○谷口小中一貫教育課長 本人の思い、それから保護者の考えなんかも踏まえながら、学校では

相談に乗っておるという状況です。 

○立川委員 あくまで相談に乗っておるよというところですね。昔みたいに振り分けはしないと

いう解釈でいいんですかね。振り分けについては語弊がありますね。ここら辺ならいけるんじゃ
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ないのということなのかな。本人がどないしてもここを受けたいんやと言えば、それはそれで通

るんでしょうけど、その辺学校の指導の範囲と言うとおかしいですけど、どういうところまで指

導されているのかな、その時期は果たしてこの年末の時期なのかな、秋の時期なのかな、教えて

ください。 

○谷口小中一貫教育課長 例えば保護者の方が２学期の成績なんかも見ながら、もう一回ちょっ

と相談させてくださいというようなことは十分あり得ると思います。 

○立川委員 ということは、大体秋ぐらいが最終リミットですよという解釈をしていいですか

ね。 

○谷口小中一貫教育課長 一概にそうとは言えない部分もあるのではないかと思いますが、それ

ぞれ子供たちが目指したいところというのは、そういう思いを持って取り組んでいると思いま

す。 

○立川委員 早い子はどのぐらいからほぼ決めておるんでしょうかね。分かればですけど、早い

子は３年のときからここ行きたいとか、早い子はどのぐらいか、つかんでおられますか。 

○谷口小中一貫教育課長 様々かなと思うんですが、夏休みとか、そういった時期なんかも考え

られるのかなとは思っています。 

○西上委員長 そのほか御意見、聞きたいことありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 ないようですので、次の調査事項に移らせていただきます。 

 日生市民会館の修繕の状況についてということで、これを調査いたします。 

○波多野公民館活動課長 日生市民会館の修繕の状況についてお答えいたします。 

 大きなものが皆さん御存じのようにホールの冷暖房、ホール系統の吸収式冷温水機の更新と舞

台の照明の電盤改修でございます。この２つは設計が必要な両方とも大規模な工事で設計は別々

に発注する予定にしておりましたが、工期の時期と期間を考慮して、この期間は電盤、この期間

は空調ということになりますと、利用禁止期間が長くなるということもありましたので、併せて

工事として設計することにしまして予定よりも入札時期が遅れましたが、現在両方を合わせた設

計の入札が終わり契約済みで設計中であります。年度内に設計が仕上がりますが、特にホールの

空調、また配電盤は既製品をそのまま入れ替えるというわけにはいかなく、それぞれ新たなもの

を作って取替えをするという形になりますために世界的な物品不足による部品の調達遅れが想像

されます。ですので、設計が終わり次第、工事の入札に入る予定にしておりますが、工事請負費

については２月補正において次年度に繰り越す予定になっております。ただいま設計の仕上げ中

でございます。 

○西上委員長 この調査について発言を希望される方の発言を許可いたします。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 次に、保育士の確保の状況についてということで、こちらは議員間討議ということに一応なっ
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ております。こちら中西委員のほうから調査の希望がございましたので、会議を円滑にいたした

いと思いますので、論点のほうを絞ってやりたいと思いますので、中西委員、御協力よろしくお

願いいたします。 

○中西委員 執行部から資料が今回出ておりますので、御説明をお願いしたいと思います。 

○竹林幼児教育課長 資料を１枚お配りさせていただいております。 

 備前市におきましては保育園、認定こども園について、国の無償化制度というのもあるんです

けども、市独自の無償化というところも進めてまいっております。そうした中で、低年齢層から

の保育の希望者というものが増加しまして、現在待機児童等も発生している状況となっておりま

す。そうした中で、順次こども園等の整備も進めておりますが、認可外保育施設への助成制度等

も活用していただいておるところでございます。また、昨年度から整備が進められておりました

民間事業者によります小規模保育所も、本年度から運営を開始されまして１９名の受入れもして

いただいているところでございます。こうした中で、保育士、保育教員の確保ということで取り

組んでいきたいと考えております。 

 資料ですが、まず職員の採用募集につきましては近年二桁の採用というところを目指して例年

募集を実施しております。それに当たりましては、近隣の大学等への保育士等の養成校への依頼

というところでの訪問もさせていただいているところでございます。 

 また、会計年度任用職員につきましては、年間を通して継続的に募集を行いましてハローワー

ク等への呼びかけ、それから広報への掲載等も実施しているところでございます。今後は採用試

験の多様化、試験会場とか試験の方法等も柔軟に対応していけたらと考えております。 

 また、移住・定住セミナー等での移住者への就業案内、保育士としての資格を持たれている方

については、ぜひそちらも御検討いただきたいというようなことも実施していきたいと考えてお

ります。 

 また、処遇改善につきましては、本年度も昨年度２月からということで実施もしております

が、継続的に協議のほう進めていきたいと思っております。また、初任給につきましても、改善

に向けて検討もしていきたいと考えております。 

 ３番目の業務改善の面につきましては、現在進めております保育のＩＣＴ化ということで、保

育業務支援システムも本年度から稼働させていただいております。保育の支援体制の充実という

ことで就学前の指導員、それから外部の支援員等による支援などというところで支援を整えてい

きたいと考えております。またあわせて、職員研修というところで、いろいろな年齢別の研修等

も実施をしていきたいというところでございます。 

 また、その他の参考としまして、備前市へ就職いただいた際には、外部から等も含めまして定

住促進の奨励金、奨学金の返還補助金というものも紹介等もさせてもらいながら勧誘していきた

いと考えております。 

 またあわせて、新たな保育士等の支援制度、そういったものも何か考えればそういったことも
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取り組んでいけたらと考えております。 

○中西委員 これについては、本会議で丸山副委員長が細かく資料提出を求めて一般質問をされ

ましたんで、ここまでの改善策が出たと思っています。その上でお伺いをしたいんですが、処遇

改善というのはどのくらいの金額を考えておられるのか、どの程度のことを考えておられるの

か、お聞かせ願えればと思います。 

○竹林幼児教育課長 先般行いました処遇改善が平均３％程度というようなところで、実施して

おります。具体的に今後どの程度というところまではまだ示せてはおりませんけども、その辺関

係部署とも今後協議していけたらとは考えております。 

○中西委員 実は、新聞の広告に上郡の保育士の募集が入っていました。正規、パート、通常パ

ートというのになるんですけど、その中で私も驚いたのはパート保育士の募集で朝、夕方パート

保育士、７時から９時までの２時間、１６時から１９時までの３時間勤務、時給は何と２，００

０円、通常のパートの保育士募集が週５日間、８時から５時の勤務、土曜日勤務できる方、時給

が１，１１０円、こういうのが上郡から備前に入ってくるわけです。恐らく上郡も保育士さんが

不足していると、このくらい出してもなかなか来ないんで備前に出してきたと。そしたら、備前

の人は、備前に行かずに上郡行きますわね。やはりそういうところも加味して、これまでの議会

答弁で周りの市町村見てあまり遜色はないんですよという答弁ではなくて頑張っていただきたい

と思います。 

 エッセンシャルワーカーの勤務の改善については、請願は議会では否決をされましたけども、

処遇改善については反対された方もこれは賛成だと、処遇改善は必要だということはお認めでし

た。４万円という金額は多分少なかったんじゃないかと、６万円、７万円だったら賛成だったん

かなという感じもしないではないんですが、私はやっぱしここはしっかりと子育て支援を備前市

はやるんだということでの決意を示していただきたいと思います。 

 あわせてお伺いしておきたいのは、その他のところで奨学金返還制度の活用もできるというこ

とを聞いて大変心強く思いました。新たな保育士等支援制度の検討ですけど、これはどのような

ことをお考えになっておられるんでしょう。 

○竹林幼児教育課長 あくまでこちらで検討の案というようなところでございますけども、外部

から備前市へ勤めていただくというような場合にそうした引っ越し費用でありますとか、最初の

かかってくるアパートの借り上げに係る費用等、そういったところでの支援制度というようなや

り方もあるのかなというような全く検討の状況のものですけども、そういったこともあるのかな

というところでは考えております。 

○中西委員 旧アルファビゼンに看護学校や保育や介護の学校をつくるというような取り留めの

ない話があったわけですが、保育士を養成する学校はお考えではないんですか。 

○石原教育振興部長 旧アルファでの部分はさておいても、保育士の養成所というのは近隣県内

にも数多くあります。そういったところとつながっていくことが大事ではないかなというところ
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でございます。具体的に、養成学校を検討したことは我々ではありませんけれども、そういった

側面も情報収集をする上で研究はしていきたいなという思いはございます。 

○中西委員 あとこの保育の養成校への依頼というのがありますけども、大体何校ぐらい要請を

しておられるんでしょう。 

○竹林幼児教育課長 例年採用募集、正規職員かける際にですけども、まず県内各校、それから

近隣の赤穂市さん等に対しましては全てに文書なりということでの依頼はかけております。ま

た、岡山市内等につきましては本年度５校程度は直接お伺いして就職担当部署へお伺いして依頼

もさせていただいたりしております。それで、学生さんの状況等もお伺いしているというところ

でございます。 

○中西委員 何校ぐらい依頼をしておられるんですか。 

○竹林幼児教育課長 恐らく県内の養成校といいますと、おおむね１０校程度はあったかと思い

ます。 

○中西委員 ５校訪問して、１０校案内していると考えていいのか。私は、１０校では少ないん

ではないかと思うんです。もっと養成校はあると思うんですよ。私も幾つあるというのはここで

今よう言いませんけども、そんな程度ではないと思うんです。もう少ししっかり調べて県内全て

出すぐらいの予定じゃないと、それから姫路からこっちですね、上郡のほうからもこんなチラシ

が来ているわけですから、これはしっかり私は募集をかけていただきたいということをお願いし

たいと思います。 

○石原教育振興部長 何としてでも解消しなければならない課題だと捉えておりますので、しっ

かり回ってまいりたいと思います。しっかりやっていきます。 

○中西委員 その答弁に違わないような採用にしていただきたいと思います。 

○立川委員 大変力強い石原部長のお話の後でちょっとコーヒーブレイクみたいなお話をします

けども、多分備前市さんもそうですが、性別の依頼はかけてないですね、女性に限るとか。その

点から。 

○竹林幼児教育課長 募集要件に性別は置いておりません。 

○立川委員 実は男性職員、男性の保育士さんについて、私の知っているところでお話をしたん

ですけど、横のつながり、例えば同僚であったり先輩、後輩であったり、そっちのほうから引っ

張っていけば落ちやすいというふうにはお聞きをしました。それとナースもそうなんですが、保

育士さんも割合ＳＮＳで募集をかけて、さっき上郡のお話が出ましたけど、実はそっちのほうの

子の話やったんですけど、おまえのところ２，０００円やなと、いやいや、もっとええところが

あんでというお話でＳＮＳとかで仲間内でそういう情報共有しておられるんですね。一番いいと

ころとその次ぐらいをリストして、やっぱりそれなり自分の環境もありますので、それと加味し

て応募するんやと。女性よりも男性は上下関係とか横が割合強いんで先輩に言われたからしょう

がなしに行くんやというケースも多々あるように聞きました。どうかその辺も検討いただいて、
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今男性保育士が少ないとは思うんですけど、何人かいらっしゃると思うんで、そっちのほうから

もアプローチしやすいように聞いております。上郡、神戸のお話ですけど、参考になればと思い

まして、よろしくお願いします。そういう試みはされていますか。職員さんの横のつながり、縦

のつながり。 

○竹林幼児教育課長 備前市におきましても、今でしたら現在各園に１人程度の割合で男性保育

士さん勤務していただいております。そういった方に今までの出身校であったり、そういったと

ころとのつながりで研修、学校へのズーム等での関わりというようなところでの持っていただい

てますんで、そういったつながりというのは大切にしながら、また加入につなげていけたらと思

います。 

○立川委員 僕は好きじゃないんですけど、さっきお話出たインセンティブのお話で、新聞の勧

誘じゃないですよ。１人引っ張ってったら２万ポイントあげるよとか、ちょっと邪道であまり勧

めできないですけど、そういうふうに進めておられるところもあるやに聞いております。インセ

ンティブもある程度考える必要があるのかなと思いました。新聞の勧誘はしてほしくないんです

けど、そんな例もあるらしいです。 

○草加委員 何点か質問したいんですけれども、まず１点目、新規正職員の募集も大事だとは思

うんですけれども、離職率についてお尋ねしたくて、もし今統計が分かれば３年間の離職率、分

かりましたら教えていただければと思います。 

 ２点目、二桁単位の採用募集というところなんですけれども、実際どのぐらいの応募があるの

か、教えていただければと思います。 

 ３点目、ハローワーク等への呼びかけをされているそうなんですけれども、ハローワーク以外

のその求人媒体を使っていないのかどうか、お尋ねしたいと思います。 

 ４点目、採用試験の多様化ということで、試験方法の多様化ということでどのような方法を考

えてらっしゃるのか教えていただければと思います。 

 ５点目、初任給の改善も併せて検討ということなんですけれども、改善してどのぐらいの金額

に設定をされているのかということをお尋ねしたいと思っております。 

 最後に、保育士さんの確保がやっぱり難しいということでしたら、保育士の先生の業務分析を

行いまして一つ一つの業務を洗い出して、保育士の先生の資格が必要な業務とそうでない業務に

分類して、保育資格を必要としない業務には保育資格を必要としない人材を活用することで保育

士の先生の業務量を軽減するというふうな手法は取れないのでしょうかということをお尋ねした

いと思います。 

○竹林幼児教育課長 離職につきましては、複数年のは持ち合わせてないんですけども、昨年令

和３年から４年にかけての退職につきましては４名ございました。 

 それから、理由はやはり結婚でありますとか、介護でありますとか、そういった理由になって

いるかと思います。 
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 求人の方法ですけども、ハローワークさんと、それから市の広報、新聞社さん等へは依頼はか

けさせていただいているところでございます。 

 本年度実際募集をかけさせていただいていますけども、１９名申込みとしてはあったかと思い

ます。 

 ただ、１次試験、２次試験等ございまして、最終的には現時点では７名の予定というところに

なっております。 

 試験の多様化というところで考えておりますのが、今でしたら試験会場は市役所等でというと

ころがあるんですけども、移住・定住セミナー等への呼びかけも併せて関西方面等で試験の会場

を設けたりというようなことも考えられないかなというところはございます。 

 初任給というところですけども、現在この２月に処遇改善も行いまして近隣の市、自治体より

は若干レベルの高いところにはなっておると思います。 

 ただ、岡山市さん等の金額からいうと、若干低いかなというところにはなっておるかと思いま

す。 

 ちなみに、現在備前市の初任給が大学卒で１９万１，０００円になっています。岡山市さんが

１９万３，９００円でございます。かなり近づいてはおりますけども、瀬戸内、赤磐につきまし

ては１８万２，２００円程度と把握しております。 

 業務ですけども、基本的に資格の持った方というところで募集はかけておりますけど、少しで

も保育士さん等の業務の負担が軽減できるような何かそういった採用ができれば、それは保育士

さんにとってもありがたいことだと思いますので、検討していきたいと思います。 

○草加委員 ハローワーク以外の求人媒体は今検討してないということなんですけれども、何か

理由があるんでしょうか。 

○竹林幼児教育課長 検討していないわけではないですけど、有効な方法があれば検討はしてい

きたいとは思います。 

○草加委員 試験会場を関西方面などに移される話は聞いたんですけど、実際のこの試験の方法

については例えば面接試験のみで決定するとか、そういった方法は特に考えられてないというこ

とですかね。筆記試験やって面接やって採用ということで、ほかに何か違う方法で採用するとい

うことはあるんでしょうか。 

○竹林幼児教育課長 通常うちの場合でしたら専門試験、保育士、幼稚園教諭等の筆記試験等も

やっていただいておるところですけども、その辺で幾らか簡略化できるようなところがあれば受

けやすいような状況というのがつくれるようであれば、そういうところも考えてはみたいなとは

思っております。 

○草加委員 試験が簡略化されれば応募する方も応募しやすくなると思いますので、よければい

い方法を検討していただければと思います。 

○竹林幼児教育課長 検討していきたいと思います。 
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○西上委員長 ほかにございませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 もうありませんということで、これで議員間討議は終結させてもらってよろしいですか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 本件における委員各位のお考えは以上のとおりでございます。 

 執行部におかれましては、先ほどのやり取りを今後の業務の参考にしていただけたらと思いま

すので、よろしくお願いいたします。ありがとうございます。 

 続きまして、体育館のＬＥＤ化についての所管事務調査を行います。 

○中西委員 これは一般質問の中で出てたもので、その一般質問の最初からまた話をお伺いする

つもりはありません。 

 ただ、気になりましたのはもう議会議決をしていて、あとはもう順次執行している、たしか８

年契約でしたね、そういったものを途中で議会にも何ら相談もなく止めて、また別の方法を考え

るというのは、これはどういうものかというのが私の疑問なんです。順次このＬＥＤ化にしてい

くほうが省エネでありますし、特にこの燃料高騰、電気代の高騰の中で、これは早めにやっぱり

進めていくべきことではないかと思うんです。体育館の照明については、常に脚立を組んでいか

なくちゃいけないというんで、組み立てるのが高いと、電球よりもこれが高いというようなこと

で新しい片上の小学校なんかは電動で常備するようになっていますけど、ほかのところはいまだ

に足場を組んでいくやつですから、早めにやっぱりしてあげないとと思うんですけど、これはエ

ネルギー対策も含めてそんな何か留め置いていいものかどうなのか、議会に何ら一言も説明がな

かったということの断りはしてほしいと。 

○竹林教育総務課長 体育館のＬＥＤ化につきましては、中西委員御指摘のとおり当初予算で８

年間のリースという形で債務負担行為の設定と現年度予算と含めまして計上させていただいてい

たところでございます。 

 執行の段になりまして、財政状況とか８年間の負担の総額等を勘案しまして再度担当のほうで

検討していく中で、リースで８年間いくのと工事でやって過疎債等が充てられたとしたならば、

交付税の算入分を差し引いた実質での負担割合が過疎債の場合３割程度になりますので、そうい

ったものとの比較、そういったところを検討してきた中で議会の報告等がなかったというところ

につきましては大変申し訳ないなというところでございますが、今の段階では工事で過疎債等、

過疎債も県内での配分等でどこまで割当てができるのかというのは財政サイドとの協議が必要に

なってきますので、こちらの教育委員会としての都合で工事費、じゃ、幾らなんで過疎債全部充

ててくださいというのはなかなか難しい面もあろうかと思いますので、その辺の協議をしながら

工事でやったほうが最終的な実質負担、そういったところが抑えられるのではないかと考えてい

るところでございます。 

○中西委員 年度途中でそういうことを考えるということ自体が異例だと、私は思うんです。特



- 62 - 

に過疎債なんかに充てようとすれば、過疎債なんてそんなにたくさん国から県ももらっているわ

けではないでしょうし、うちに来るわけでもありませんし、特に計画的に県は配分をしていると

思うんです。だとすれば、もう今年度はその過疎債を充てるんだったらもう今年度は工事はない

と、来年度もその県の配分が受けられるかどうか分からないような段階で今あるんじゃないかな

と思うんですけども、それはどうですか。 

○竹林教育総務課長 御指摘のとおり、来年度、じゃ、幾らという確約はもちろんございませ

ん。ただ、一定額以上は例年配分がございますので、その中で備前市として何に充てていくかの

優先順位というのは全体の中で決まってくるもんだと思いますので、そういった配分がＬＥＤの

工事に充てていけるようでしたら、その中でやっていけたらと考えております。 

○中西委員 私ども議員とすれば、議会で議決をしたわけですから、そのとおりにやっぱしやっ

てもらうと、ほかの色気のある話に乗ろうとすれば工事がこれで２年ほど止まることだってあり

得るわけですし、特に今回問題にしていませんけど、電気代、光熱費がどれだけかかってきてい

るか、体育館の照明の水銀灯はかなりの電力消費だと思うんです。来年は特に４月から中電は値

上げが予定されていますし、ますます電気代が加算されると、そういう中で教育委員会もこの光

熱費をどうこのようにして抑えていきますというふうなことを言わなければいけないときに、こ

ういうところに首を突っ込んでしまうとあとのめどが立たないと。めどが立たないことにして、

議員の皆さんとよく相談して進めてまいりたいと思いますなんて、教育委員会の責任のところを

議会にかぶせられても、それはもうもってのほかだと私は思うんです。予算の執行をやっぱりき

ちっとしていただきたい。しないんなら、もう一回議会に上げて、もう一回補正予算組むなり債

務負担行為補正など補正予算を組むべきだと、きちっと手続をやっぱりしてほしいと、議会を巻

き込んでほしくないと、あなたたちの責任を。これは教育委員会の中から出てきたものとは私は

思いませんので、しっかり教育委員会としては対応していただきたいと思います。 

○石原教育振興部長 教育委員会全体としても執行していく段に、常に最少の経費で最大の効果

かつ備前市の財政状況に応じた身の丈に合った執行を考えていくというのは、我々行政マンにと

っても必要不可欠な視点であると思っております。しかしながら、中西委員が御指摘のとおり非

常に御心配をおかけしているという点も大変心苦しく思っております。今後に向けて、しっかり

と手続等々含めて取り組んでまいりたいと思います。 

○中西委員 きっちり手続を取ってほしいと思います。あわせて、気になりますのは教育委員会

の予算で議会議決をしておりながら執行を伸ばしているとか、やめたとか、来年度に持ち越すと

か、そういうもの、ほかのものはないんでしょうか。申し訳ない、疑いを持ってしまいますん

で、私のもやもやが晴れるような答弁をお願いしたいと思います。 

○石原教育振興部長 令和４年度の予算で御議決をいただいている予算の中で、先日もこれは総

務産業委員会でありましたけれども石原委員の資料請求に計上した予算もございます。しかしな

がら、正直申し上げますと精査を行っている事業などもございます。今年度中に、その執行が非
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常に難しいものも出てくるのではないかとも思うところもございます。それは光熱水費にとどま

らず、いろんな物価高騰等の影響なども絡んでいる部分もございますが、いずれにしましても議

会、それから所管のこの委員の皆様方に御心配をいただいている点を踏まえて、適切な手続を取

れるようにまた説明をしていきたいと思っております。 

○中西委員 今日言って今日出せるというふうには思わないんですけども、予算議決をしており

ながら精査をしてやめる、あるいは今年度はやらない、あるいは来年度へ回す、その一覧表を来

年１月には出してください。お願いをしておきたいと思います。 

○石原教育振興部長 精査してまいりたいと思います。 

○中西委員 予算が議会で議決されておりながら、もう一回精査してやる、やらないを決める、

こんな予算執行の在り方はいまだかつて初めてです。この問題はまた日を改めて、ゆっくり時間

をかけてやりたいと思います。 

○立川委員 もともと予算計上の当初にお考えいただくべきことでしょう。当初に検討いただい

てリースでいくのがいいのか、こうするのがいいのか、今のお話聞いていますと非常に議会軽視

という言葉じゃない、もっというとばかにされとるみたいですよね。一旦議案として予算を計上

されて、いや、ちょっと待ってください、これが大丈夫か、これが得なんか、当初に検討すべき

ことを止めて検討していますと、後でやろうということだったんですが、これは本当に議員の皆

さん怒りましょうよ。あんたらの議決は取りあえずですわと、今から検討するんですわという、

もう見え見えのスタンス、大変残念に思います。 

 ぐらいのきついことを言うといて、１点聞きたいのは、ＬＥＤ化を進めるということなんです

が、修理の部門についても同じこと起こっていますか。例えば球切れです、替えてください、い

や、すんまへん、ちょっとそれも検討するんですわというような方向でされているんでしょう

か。それが一番気になるんですが。現状での不具合の修理状況だけ教えてください。 

○竹林教育総務課長 修理、球替えにもやはり足場とかの問題がございまして、１つの球が切れ

たらすぐ１つ替えるということが現状できておりません。ですので、ある程度現場には不便をお

かけしているところなんですが、ある程度の数が出たところでの修繕対応等でしのいでいるとこ

ろでもございます。 

 ＬＥＤ化も進めていく中で、若干待っていただいている部分というのが現状でございます。 

○立川委員 それのほうが問題でしょう。例えば５階のフロアで電気が切れたまま放っておいて

いいじゃないですか、それだったら。もうちょっと３本ほど切れるの待ってくれと、ロット１０

本なんで、もう７本切れるまで待ってくれと、現場はもう一度教育委員会さんを思い出してほし

いんですけど、全ては何ですか、教育委員会のためにじゃないですよ。子供たち中心に考えてく

ださいよ。現場困っとんですよ。誰か行っても、これいつまで切れとるという話をされています

よ、体育館行っても。ＬＥＤ化にその部分からでもしたらいいじゃないですか、その体育館だけ

でも先にと思うぐらい、対処が今のお話ですと不具合のあるところもある程度固まらないとしま
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せんという返答にありまっせ。 

○石原教育振興部長 立川委員の御指摘、ごもっともであると捉えております。全ては子供たち

のために、一生懸命頑張ってまいります。 

○立川委員 タイムスケジュール聞きますよ。大変恐縮なんですが、あしたからでも１か月ほど

かかって各施設の切れ状況を調べてスケジュールを組んでもらいたいなと思うぐらい腹が立って

いますので、どうですか。至急対応します、例えば１月中とかというのがありますか。 

○石原教育振興部長 委員の御指摘をはじめ、委員の皆様、委員会の議会の皆様、学校現場、子

供たちのために期待に応えられるように、一生懸命できるところから速やかに進めてまいりたい

と思います。 

○立川委員 できるだけ具体化の計画をこうやりますというのを早急に出していただけたら、

我々が見に行ってこれいつから切れとんやというて聞いて、一覧表ぶつけてまた早急に処理しま

すで終わらされたらまた困るんで、つかんでいるでしょう、一覧表、クレーム来ているところと

思いますので。 

○石原教育振興部長 具体のお話だと、認識はしております。そのように考えて進めてまいりた

いと思います。 

○青山委員 本当に日々努力をされていると思うんですけど、この体育館の電気の球の切れにつ

いては私も現場でずっとやっていたものです。全部がそろって非常に明るい状態が望ましいと思

うんですけど、ただ現場では足組みをするということになると授業等にも影響があったり、それ

から私がやっていたときには大体卒業式前とか、そういったようなときにまとめて取るというこ

とがありました。それがいいのかどうか分かりませんけど、そういうふうな現場のことも考えて

必ずやるという方向ではお願いしたいと思うんですけど、時期等現場でよく御相談ください。 

○西上委員長 もうございませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 図書館建設についてということでお願いしたいと思います。 

○高橋図書館事業推進室長 最初は、図書館建設についてという調査がなかったもんですからあ

れなんですけども、図書館建設のスケジュールにつきまして一覧表をということで設計、建設、

それから補助申請、予算関係と、それからつくろう会の項目に分けまして月単位のスケジュール

をお出ししたものでございます。内容について御確認をいただきまして、御質問等あればお問合

せいただけたらと思います。 

○中西委員 その一般質問の答弁の中でも、国への補助申請を行うということの御答弁がありま

した。私もお伺いしてびっくりしまして、ここはもともと民間のところでお願いをするというの

が当初の計画ではなかったかと思うんです。どうしてそこがこういうふうに変わってきたのか、

お聞かせ願いたいと思います。 

○高橋図書館事業推進室長 当初は民間の補助申請に応募いたしましたが、採択されないという
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結果、要は落とされたという結果になりまして、それから違う財源をあらゆる財源を探したとい

うか、調査研究をした結果、これならいけるんではないかということで県庁にも確認に行き、現

在に至っているということでございます。 

○中西委員 民間の採択にならなかったのは、いつの話ですか。 

○高橋図書館事業推進室長 たしか８月頃には内示といいますか、落選の通知が来ていると。 

○中西委員 ８月、９月とか教育委員会に報告をといっても、何ら報告することがありませんと

いうのが教育委員会の冷たい御返事だったわけですけども、こんな大きな事業に関わる落選とい

う残念なことですけども、事業についてやはり適切に委員会には報告をすべきではなかったか

と。新たな補助金制度を模索していますというようなことぐらい一言私は報告あってもいいんじ

ゃないかと思うんですけども、いかがですか。 

○高橋図書館事業推進室長 おっしゃるとおりだと思います。私落選のショックのあまり、そこ

に思いが至らなかったんだと思います。 

○中西委員 私も、そのときに聞かなくてよかったです。 

 今度の都市構造再編集中支援事業、これは大体県とも確認してこのような日程でいけると、大

体どのくらいのお金をこれは考えておられるんでしょう。 

○高橋図書館事業推進室長 都市構造再編集中支援事業という名称の補助金でございまして、こ

ちらは立地適正化計画の目標に適合した対象施設として博物館であるとか図書館も位置づけられ

ております。この補助対象事業費の上限額で定められております金額は２１億円でございます。

補助率は５０％で、補助限度額が１０億５，０００万円となっております。実際にうちの事業費

がまだ算定できておりませんので、実際の補助額は算定できませんが、補助で定められている額

というのはそのようなことになっております。 

○中西委員 ５０％ですから、あとをどうするのか御検討はしておられるんでしょうか。 

○高橋図書館事業推進室長 いわゆるビッグフォーと呼ばれるものの調整の中で合併特例債の枠

は図書館にはないですよということをいただいていますんで、その代替といたしまして公共施設

等適正管理推進事業債という起債がございますので、こちらを活用させていただきたいという思

いでおります。 

○中西委員 それで残りを賄うということですか。自己資金はないんですか。 

○高橋図書館事業推進室長 公共施設等推進事業債というものの充当率が９０％ですので、１割

はそのときに一般財源が発生するのではないかという想定でございます。 

○西上委員長 ほかの皆様よろしいでしょうか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 ここに記載されていないものもどんどん言ってもらったら結構なんですけど、ほかに質疑はご

ざいませんか。 

○立川委員 次回の閉会中の審査で結構です。お伝えだけしておきます。 
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 各学校から通学路の安全点検という形で調査をして御報告が上がっていると思うんですが、そ

れについての対応、１９校あると思いますのでちょっと一覧表にでもしていただいて、例えば

Ａ、Ｂ、Ｃでも結構です。急ぐやつ、緊急性のあるやつはＡでも結構です。分類したものを１月

御報告いただけたらなと思っております。いかがでしょうか。 

○谷口小中一貫教育課長 そのように対応させていただけたらと思います。 

○立川委員 もう一点ございまして、直近の報道で皆さん御存じだと思いますが、文科省が通常

学級に在籍するＡＤＨＤの割合が８．８％ですよと、つまり３５人学級で３人はＡＤＨＤ、多動

性障害と言われている子が在籍するということで支援が届いてないよというのが公表されたわけ

ですが、先ほど大空小学校ということで教育長言われましたけど、あそこは特徴的に通常学級で

障害者を受け入れて、それが１０年たっても卒業生は覚えているというようなところもございま

したけど、その支援体制について民間資格ではあるんですけど児童発達支援士というスペシャリ

ストもおりますので、そういったものを活用してその実態と改善策について、また１月御報告い

ただけたらと思いますので、御予約をさせてください。どうでしょうか。 

○谷口小中一貫教育課長 内容も確認しながら検討させていただけたらと思います。 

○青山委員 備前市総合運動公園の整備について、来年度に全日本クラスのソフトテニスの大会

があるということをお聞きしております。選手、観客を含めて６００人とか、あるいは西日本の

大会では１，０００人とかといわれるような方が来られると、以前も公園の整備についてはなで

しこリーグの件もあってお願いしたと思うんですけど、この施設、大会に来られた人が例えば家

族、友人に同時配信でＳＮＳを使って結果を知らせたりというふうなことをしたいということ

で、Ｗｉ－Ｆｉの整備なんかについてどのように考えられとんか、できればその大会に合わせて

来年度当初予算なり入れていただいたらなと、それからもう一つは洋式トイレが少ないというこ

とで、これも何か考えていただけないかなと、この２点についてお願いしたいと思います。 

○横谷社会教育課長 今答えられるところで申し上げますと、まずテニスの大会があるというこ

とで、まず久々井の総合運動公園のテニスセンターの施設でございますが、岡山県の施設でござ

います。そちらにＷｉ－Ｆｉであったりの施設を新設なりすることとなりますと、県との協議が

必要かなというようなところが出てまいります。それから、市の敷地というか、管理部分でＷｉ

－Ｆｉ等の設置につきましては、利用者のニーズとしてどれぐらいあるのかなという利用頻度と

か、それから費用対効果の観点もちょっと勘案しながら検討していきたいと思います。 

 トイレの洋式化については、和式しかないところ、洋式と並行してあるところ様々なんです

が、和式も和式でないと駄目と言われる方も案外いらっしゃるということで、それの和式もある

程度残しながら洋式化していくということで今後進めていきたいと考えます。 

○青山委員 具体的な話は御相談に参ります。よろしくお願いします。 

○丸山副委員長 久々井の総合運動公園の話が出たんですけど、自分は体育館のほうなんです

が、以前自分が関わっていたバスケットボールもそうなんですけど、小学生がするものなんで線
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をコートにどうしても引かないといけないという点で、久々井の管理の方にお願いして印だけは

いいよということで印をして、多少準備する手間というのが省けたんですが、その際に１年に１

回、２年に１回ぐらいでワックスかけられると消えるんですよね。そのたんびにまた測り直して

というような感じのことだったので、大変苦労したというのがあります。今現在インドアでテニ

スを体育館で使われているかと思うんですが、そのテニスの方も結局水平垂直じゃないですけ

ど、コートを割り出すのに手間がかかると、バスケットの絡みはエンドラインという下の両サイ

ドだけなんでしれとんですけど、インドアのテニスはどうしても垂直なんか取るのに手間がかか

るということで、何か印とかというのができるのであればお願いしたいなと。 

○波多野社会教育部長 前々からワックスがけ、それから研磨をしたりするときというのは全部

あれがラインテープのものですから取り外して、かけてもう一度貼り直すということが、私ども

行政の職員がそこにいたときは、例えば市民球技大会とかに合わせて私ども職員で貼り直したり

していたわけで、そのときバスケットという頭はなかったんですけども、陸上競技場も同じよう

にグラウンドゴルフする人のポイントとか、サッカーする人のポイントとかということで芝を刈

るときというのがどうしても全部抜いてくださいねというようなことをお願いしております。 

 ただ、陸上競技場より体育館のほうが残る印であれば可能なこともあるかもしれませんし、例

えば市外の大会が来られたときにいきなり最初から全部テープを貼っていくというような手間も

省けますので、それは運動公園側と協議させてください。 

○丸山副委員長 ぜひともよろしくお願いします。運営時間も短くなりますので、よろしくお願

いします。 

○西上委員長 ほかにございませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 ないようですので、以上で所管事務調査を終わります。 

 以上で本日の厚生文教委員会を閉会いたします。 

 長時間御苦労さまでございました。 

              午後４時５８分 閉会 


